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【Health information】（p6~7)

様々な施設で受動喫煙対策が始まります

【地域おこし協力隊活動日誌VOL.28】（p10~11)

Main presenter 大塚隊員

【中学生日誌VOL.9】（p13)

矢祭中学校３年 齋藤元汰さん・佐藤丈斗さん

【やまつり　PROFESSIONALまちで働くかがやき人VOL.1】（p15)

日下レアメタル研究所 山本豊司さん・吉田亮さん

【成人式特集】(p2~5)

二十歳の門出

【青少年の主張矢祭町大会（高校生の部最優秀賞）】（p8~9)

大子清流高等学校１年　加藤光徳さん
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【成人式特集】二十歳の門出

　

令
和
２
年
矢
祭
町
成
人
式

は
、
１
月
12
日
（
日
）
に
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
新
成
人
が
大
人
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
町
内

在
住
ま
た
は
本
町
出
身
で
、

１
９
９
９
年
４
月
２
日
か
ら

２
０
０
０
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
69
人
。
そ
の
う
ち
60

人
が
式
典
に
出
席
し
、
晴
れ
の

日
を
共
に
迎
え
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
生
ま
れ
た
20
年
前
に

は
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
や
新
２
０
０
０
円
札
紙
幣

と
新
５
０
０
円
硬
貨
の
発
行
、

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の
急
激
な

普
及
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
や
社

会
、
生
活
の
変
革
を
意
味
す
る

「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
が
流
行
語
大
賞

に
選
ば
れ
る
な
ど
多
く
の
出
来

事
が
あ
っ
た
年
で
あ
り
、
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
と
な
っ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の

方
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し

成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
明
る
い
時
代
を
担
い
、

本
町
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。』

　３年２組は、すごくにぎ

やかでまとまりのある、絆

が深いクラスでした。

　ソフトテニス部を顧問を

していたので、その子たち

が一人もかけることなく一

緒に写真を撮りに来てくれ

たことが嬉しかったです。

　これから学ぶことがたく

さんありますが、常に学び

続ける大人になってくださ

い。ご成人おめでとうござ

います。

元矢祭中 3年 2組担任

齋藤 真実さん

常に学び続ける大人になってほしい

　３年１組はとてもエネル

ギーがあり、自分たちで何

でもこなすクラスでした。

　５年ぶりに再会し、大人

になったな思う反面、面影

が残っており当時のことが

思い出されました。今日は、

関わってきた先生方の代表

として呼んでいただき大変

嬉しく思っています。

　これからも様々な経験を

積み、立派な大人になるこ

とを期待しています。

面影から当時のことが思い出された

Interview

元矢祭中 3年 1組担任

佐藤 知史さん

●中石井
　菊池　美奈
●下石井
　吉成　一樹
　益子　美雲
　菊内　美奈
　熊田　夏希
　熊田　一輝
　鈴木　莉穂
　深谷　咲楽
　高橋　良輔
●戸塚
　深谷　涼真
　藤井　慶悟
　金澤　奈津希　
　小松　尚生
　小松　陸
　松浦　楓奈

●東舘
　菊池　絵璃奈
　本田　龍大
　鈴木　哉瑠
　金川　颯希
　猪亦　美咲
　小林　朋恵
　石井　将喜
　菊池　大樹
　金澤　亮夜
　鈴木　美紀
　鈴木　葵
　鈴木　智悠奈
　佐川　夏希
　宗田　悠之介
　篠田　梨佳
　澤田　一輝
　猪亦　祥吾

　金澤　舞
　田中　恭平
　金澤　温菜
●金沢
　大森　うらら
●宝坂
　高橋　瑠奈
　片野　周翔
●小田川
　塚田　悠斗
　石井　洸太郎
●下関河内
　藤田　爽馬
　木下　陽有
●上関河内
　佐藤　美華
●大垬
　隠田　友和

●山下
　柴田　優希
　金澤　尚哉
●関岡
　丸山　将平
　古張　礼華
　本田　唯
　髙澤　美香
　佐藤　美雨
　本多　里奈
　高沢　一希
　藤井　健
　齋藤　勝介
　須藤　大輝
　金澤　竜臣
　佐藤　優斗
●内川
　増子　桃香

　鈴木　亜美
　松本　圭悟
　金澤　美奈
　菊池　一磨
　石井　陽平
●茗荷
　松本　杏菜
　鈴木　雅大
●塙町
菊池　大誠
●須賀川市
　渋谷　奈々
●郡山市
　斉藤　碧

■男子：36名
■女子：33 名

【
成
人
式
特
集
】

門
出

二
十

の
歳



1_ 成人証書・記念品を受け取る成人者代

表の松本圭悟さんと古張礼華さん／２_新

成人の振袖姿／３_10 年後の自分へ宛てた

夢ッセージを投函する新成人／４_商工会

青年部が提供した餅を食べる新成人／５_

新成人の姿をスマホに収める保護者／６_

成人者誓いのことばを述べた菊池大誠さん
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主
張
発
表
者

45

宗
田
悠
之
介
さ
ん
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ゆ
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２
年
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祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

【成人式特集】二十歳の門出

　久しぶりに会った同級生

は、みんな私より大人だな

と感じました。まだまだ未

熟な私だけど、これからも

仲良く一緒にたくさん遊ん

でください。

　そして、成人を機に、水

戸の短大へ進学の際、経済

面で助けてくれたり、あた

たかい食事を作ってくれた

りとこれまで育ててくれた

両親に感謝の気持ちを伝え

たいと思っています。

令和２年成人者

深谷 咲
さ く ら

楽さん

これまで育ててくれた両親に感謝を伝えたい

【下石井】

　成人を迎え、生まれてか

ら何不自由なく育ててくれ

た両親と中学３年間、部活

や勉強など、ともに切磋琢

磨してやってきた同級生に

感謝の気持ちを伝えたいと

思っています。

　また、大人の仲間入りを

果たしたということで、久

しぶりに会った旧友たちと

楽しくお酒を飲んで、新た

な思い出をつくれたらとも

思っています。

両親と旧友たちに感謝の想いを伝えたい

Interview

成人式実行委員長

藤田 爽
そ う ま

馬さん
【下関河内】

　本日は人生の節目である成人式に於いて、中学
卒業以来５年ぶりに皆さんの前でお話をする機会
を頂きましたこと、大変嬉しく思います。また、
私達の為にこのような盛大な成人式を催してくだ
さいました町長をはじめ、20年間私達を見守り続
けてくださいました地域の方々に厚く御礼申し上
げます。そして、最も感謝を伝えたいのは誰より
も側にいて私たちを支えてくれた家族です。
　さて、成人を迎え大人の仲間入りを果たした私
達ですが、皆さんはこの 20 年間をどのように感
じていますか？私は将来についての具体的な夢や
ビジョンはまだありませんが、人生の大きな目標
がひとつだけあります。それは、「完全燃焼したと
自分自身が納得できるような人生を送る」という
ことです。これを踏まえた上で、私がとても大切
にしている言葉があるので紹介させていただきま
す。「明日死ぬかのように生きよ、永遠に生きるか
のように学べ。」これはインドの独立を指導したマ
ハトマガンディーの言葉です。この言葉に出会っ
た時、まるで自分に言われているかのような強い
衝撃を受けました。明日死ぬと分かっていたら今
のような生き方をするだろうかと自問した時に、
とても YES とは言えません。もしそうだとした
ら、一日をもっと価値のあるものにしようとする
でしょう。また、永遠に生きるかのように学ぶと
いうことは何も机に向かって勉強をしろという意
味ではありません。よりよい生き方を求めていく
こと、社会生活を送る上で直接関係のないことだ
としても自分にとって少しでも価値があれば、そ

れは学びとなり、財産となり、そのすべてが私達
の心を豊かにしてくれるものと信じています。
　「過去の自分が今の自分を作り、今の自分が未来
の自分を作る」と言われますが、私達がこの町で
育み培ってきた全てが大きな学びとなり、人生に
おける困難や問題に立ち向かう時に、自分自身を
見失わないための堅い礎として、私達の中に強く
刻まれていると確信しています。そして、いつで
も同じ話で大笑いできるそんなかけがえのない友
人と出会えたことは私にとって何物にも代えがた
い一生の宝物です。
　人生百年時代、100 歳まで生きるとしても残り
は、あと29,200日です。意外と短く感じませんか。
皆さんもふとした時に「明日死ぬかのように生き
よ、永遠に生きるかのように学べ」と自分自身に
問いかけてみてはいかがでしょう。今日という日
を精一杯生きることで、一日一日を燃焼感を持っ
て生きられるはずです。また、永遠に生きるかの
ようにたゆまぬ努力を続け、自分の可能性を探り
続けることで、自分にしかない答えを見つけるこ
とが出来ると思いますし、その先にあるのが、「完
全燃焼したと納得出来る人生」だと考えます。そ
のために、これからの人生をどう作り上げていけ
るのかが自分への期待でもあり、これを一番の楽
しみとして、今後の人生を力強く歩んで参ります。
　結びに、今まで私達を育ていつも支え続けてく
れた家族や、そしてこの矢祭町に改めて感謝を申
し上げ、新成人としてのあいさつの言葉といたし
ます。

　本日は私たちのために、このような盛大
な成人式を催して頂きまして、誠にありが
とうございます。
　また、成人式という人生の節目を迎える
ことができたこと、とても嬉しく思います。
　小さい頃、成人という言葉は、ほど遠い
ものだと思っていました。いざ、成人を迎
えても、何も変わらず私自身その実感があ
りませんでした。今日この式を通して、成
人として自覚を持ち、これから社会の一員
として一人の大人として努力していきたい
と思います。
　私は高校卒業後、東京で就職しました。
東京での暮らしは最初こそ将来へ夢を持ち、
勉強をし。毎日忙しい日々を送っていまし
た。
　しかし、だんだん慣れない土地での暮ら
しや仕事、人間関係に疲れ、暮らし始めた
時とは比べられないほどに自信、気力を失っ
ていました。そんな時、ふと実家に帰りた
いなと思い、休みをいただき帰省しました。
久しぶりに帰ると家族が温かく迎えてくれ

て、私のくだらない話を聞いてくれたり、
私の好きなご飯を作ってくれたりしました。
私は今まで当たり前だった家族の存在が、
ありがたいことだと痛感しました。
　また、こんな風に私は両親に気づかない
うちに支えられ、励ましてもらっていたん
だなと思いました。地元を離れ、親元を離れ、
さびしい思いをしましたが、こうして離れ
たからこそ大切な存在を実感し、ありがた
みを感じることができたと思います。
　今は仕事をしていますが、これから大き
な壁にあたることがあるでしょう。また、
自信や気力を失ってしまうかもしれません。
ですが、地元、家族のことを思い出し、挫
けず、学び、努力を惜しまずに自分の目標
を目指し頑張っていきます。
　最後になりますが、成人を迎えるにあたっ
て、ここまで支えてくれた方々、そして家
族に感謝の気持ちでいっぱいです。ありが
とうございます。成人といってもまだまだ
未熟な私でありますので、これからも、ご
指導ご 撻の程、宜しくお願いします。
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様
々
な
施
設
で
受
動
喫
煙
対
策
が
始
ま
り
ま
す

【喫煙専用室】
▶一般的な事業者が適合
○ たばこの喫煙が可能
× 飲食等の提供不可

２
０
２
０
年
４
月
か
ら

多
人
数
が
利
用
す
る
施
設
、
飲
食
店
等
の
事
業
者
な
ら
び
に
船
舶
・
鉄
道
に
関
す
る
旅
客
運
送
事
業
は

原
則
屋
内
禁
煙
で
す
。
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

改
正
法
に
よ
り
、
多
数
の
利

用
者
が
い
る
施
設
、
旅
客
運
送

事
業
船
舶･

鉄
道
、
飲
食
店
等

の
施
設
に
お
い
て
、
屋
内
原
則

禁
煙
と
な
り
ま
す
。
全
面
施
行

と
な
る
２
０
２
０
年
４
月
以
降

に
違
反
す
る
と
、
罰
則
の
対
象

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
所

定
の
要
件
に
適
合
す
れ
ば
、
各

種
喫
煙
室(

専
用
室
、可
能
室
、

加
熱
式
た
ば
こ
専
用
室
、
目
的

室)

が
設
置
可
能
）

　

な
お
、
屋
外
を
含
め
た
施
設

内
が
、
原
則
禁
煙
と
な
る
施
設

も
あ
り
、
学
校･

病
院･

児

童
福
祉
施
設
等
、
行
政
機
関

(

２
０
１
９
年
７
月
１
日
よ
り

順
次)

、
旅
客
運
送
事
業
自
動

車･

航
空
機
（
２
０
２
０
年
４

月
１
日
よ
り
全
面
施
行
）
に
つ

い
て
は
、
屋
内
は
完
全
禁
煙
と

な
り
、
喫
煙
室
等
の
設
備
を
設

け
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

＊
た
だ
し
、
こ
う
し
た
施
設
の

　

屋
外
に
は
、
必
要
な
措
置
が

　

取
ら
れ
た
場
所
に
限
り
、
喫

　

煙
場
所
が
設
置
可
能
。

�������

多
く
の
施
設
で

屋
内
が
原
則
禁
煙

屋内原則禁煙

２０１８年７月、健康増進法の一部を改正する法律が成立したことにより、

たばこを吸わない方が受動喫煙に合う機会は大きく減少すると考えられます。

具体的な対策は、下記のとおりです。

　

改
正
法
で
は
、
施
設
に
お
け

る
事
業
の
内
容
や
経
営
規
模
へ

の
配
慮
か
ら
、
こ
れ
の
類
型
・

場
所
ご
と
に
、
喫
煙
の
た
め
の

各
種
喫
煙
室
の
設
置
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
各
喫
煙
室
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
設
置
可
能

と
な
る
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

　

喫
煙
専
用
室
は
、
喫
煙
の
み

が
可
能
な
専
用
室
で
、
飲
食
等

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

加
熱
式
た
ば
こ
専
用
喫
煙
室

で
は
喫
煙
可
能
と
な
る
の
が
加

熱
式
た
ば
こ
に
限
ら
れ
ま
す

が
、
飲
食
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
で
す
。

＊
喫
煙
を
主
目
的
と
す
る
左
記

　

の
施
設
で
は
、
施
設
内
で
喫

　

煙
が
可
能
で
す
。

①
喫
煙
を
主
目
的
と
す
る
バ

　

ー
、
ス
ナ
ッ
ク
等

②
店
内
で
喫
煙
可
能
な
た
ば
こ

　

販
売
店

③
公
衆
喫
煙
所
（
た
だ
し
、
喫

　

煙
可
能
部
分
に
は
、
喫
煙
可

　

能
な
場
所
で
あ
る
旨
の
標
識

　

の
掲
示
が
義
務
付
け
と
な
り

　

ま
す
。
ま
た
、
来
店
客
・
従

　

業
員
と
も
に
20
歳
未
満
は
立

　

ち
入
れ
ま
せ
ん
。

　

各
喫
煙
可
能
場
所
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
上
部
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

����� 	

屋
内
喫
煙
が
可
能

な
各
種
喫
煙
室

　

施
設
等
の
類
型
・
場
所
に
応

じ
、
施
行
に
必
要
な
準
備
期
間

を
考
慮
し
て
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
に
段
階
的
に
施
行

す
る
予
定
で
す
。
２
０
２
０
年

４
月
の
全
面
施
行
ま
で
は
、
施

設
に
よ
っ
て
は
、
喫
煙
室
の
設

備
や
標
識
の
掲
示
な
ど
が
完
備

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
施
設
へ
入
る
際
や
、
施

設
内
で
の
各
部
屋
へ
の
移
動
の

際
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

施
行
ま
で
は
あ
と
２
か
月
を

き
り
ま
し
た
。
受
動
喫
煙
対
策

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の

Ｈ
Ｐ
「
な
く
そ
う
！
望
ま
な
い

受
動
喫
煙
」
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

問
い
合
わ
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
健
康

　

増
進
課
☎
０
２

　

４
８
‐
２
２
‐

　

５
４
４
３

����� 


全
面
施
行
へ
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

20
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
喫
煙
を
目
的
と
し

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、一
切
、

喫
煙
エ
リ
ア
（
屋
内
、
屋
外
を

含
め
た
全
て
の
喫
煙
室
、
喫
煙

設
備
）
へ
は
立
入
禁
止
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え

従
業
員
で
あ
っ
て
も
立
ち
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
喫
煙
可
能

場
所
に
は
、
左
記
の
よ
う
な
20

歳
未
満
立
入
禁
止
の
表
示
が
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

����� �

20
歳
未
満
は
喫
煙

エ
リ
ア
立
入
り
禁
止

【加熱式たばこ専用喫煙室】
▶一般的な事業者が適合
△ 加熱式たばこに限定
○ 飲食等の提供可能

【喫煙可能室】
▶既存特定飲食提供施設に限定
○ たばこの喫煙が可能
○ 飲食等の提供可能

　

改
正
法
で
は
、
喫
煙
可
能
な

設
備
を
持
っ
た
施
設
に
は
必

ず
、
指
定
さ
れ
た
標
識
の
掲
示

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
標
識
の
掲
示
さ
れ

た
施
設
に
は
、
掲
示
内
容
に
示

さ
れ
た
喫
煙
室
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

左
下
の
標
識
は
、
喫
煙
専
用

室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
標
識
で
す
。（
喫
煙
専
用

室
設
置
施
設
等
標
識
）

　

設
置
さ
れ
た
喫
煙
専
用
室
内

で
は
、
喫
煙
を
行
う
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
飲
食

を
始
め
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
提
供
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
標
識
ご
と

に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

����� �

喫
煙
室
が
あ
る
場
合

必
ず
標
識
を
掲
示
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私
は
水
戸
市
で
生
ま
れ
、
一

歳
半
の
時
、
父
の
故
郷
で
あ
る

こ
の
矢
祭
町
に
引
っ
越
し
て
来

ま
し
た
。

　

水
戸
市
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
私
を
育
て
て
く
れ

た
の
は
、
こ
の
矢
祭
町
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
か

ら
こ
こ
で
生
活
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
私
は
こ
の
矢
祭
町
が

大
好
き
で
す
。

　

そ
れ
は
、
子
供
の
数
は
少
な

い
け
れ
ど
、
そ
の
分
団
結
力
が

強
い
こ
と
、
自
然
豊
か
で
子
供

が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
で
す
。

　

中
学
三
年
生
の
時
に
は
、
町

の
予
算
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修

学
旅
行
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
小
さ
な
町

な
の
に
、
毎
年
中
学
三
年
生
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
し
て

い
る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
私
た

ち
矢
祭
中
学
校
の
卒
業
生
は
、

誰
も
が
海
外
旅
行
経
験
者
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
も
、
中
学
生
と
い
う
多

感
な
時
期
に
、
海
外
で
の
異
文

化
体
験
が
で
き
る
の
で
す
。
そ

こ
で
学
べ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
日
本
語
が
通
じ
な

い
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
ご
は
ん
味
噌
汁
お
箸

で
は
な
い
食
事
。
日
本
と
は
全

く
違
う
雄
大
な
自
然
。
異
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
す
か
ら
、
こ
の
体
験
は
私

達
の
今
後
の
人
生
の
様
々
な
場

面
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
主
張
大
会
に
出
場

す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な

小
さ
な
町
が
、
合
併
し
な
い
で

頑
張
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の

か
、
不
思
議
に
思
い
少
し
調
べ

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

斬
新
な
発
想
を
取
り
入
れ
、
ま

た
、
合
併
し
な
い
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
実
行
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
矢
祭
町
は
読
書
の
町

宣
言
を
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ

た
い
な
い
図
書
館
で
は
、
多
く

の
本
を
全
国
か
ら
寄
贈
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
図

書
費
を
浮
か
そ
う
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
町
の
予
算
が
少

な
い
た
め
役
場
の
職
員
が
ト
イ

レ
掃
除
を
し
て
い
る
こ
と
も
す

ご
い
と
思
い
ま
す
。
町
役
場
も

建
て
替
え
ず
利
用
し
て
い
ま

す
。
町
議
会
議
員
の
定
数
を
約

半
分
に
し
た
上
に
、
町
議
会
議

員
の
報
酬
は
日
当
制
に
し
た
た

め
、
大
幅
に
予
算
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
い
う
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
大
人
の

方
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
私

た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学

旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
矢
祭
町
は
子
供
の
将
来

の
た
め
に
予
算
を
使
う
素
晴
ら

し
い
町
で
あ
り
、
誇
り
を
感
じ

ま
す
。

　

小
学
校
は
一
つ
、
中
学
校
も

一
つ
。
そ
し
て
保
育
園
も
幼
稚

園
も
一
緒
。
給
食
は
お
い
し
い

し
、
お
祭
り
も
子
供
中
心
に
行

わ
れ
、
子
供
を
大
切
に
す
る
町

で
す
。
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て

み
る
と
矢
祭
町
は
と
て
も
住
み

や
す
い
町
で
す
。

　

私
の
進
路
は
ま
だ
確
定
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
大
学
、
ま
た
は

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、

必
ず
矢
祭
町
に
戻
っ
て
き
て
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
何
が
で
き
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
矢
祭
町
の
魅
力

を
発
信
し
、
も
っ
と
多
く
の
人

が
訪
れ
る
町
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

加藤　光
みつのり

徳さん
大子清流高等学校 1年

子
供
を
大
切
に

す
る
矢
祭
町

自
然
豊
か
で

子
供
が
安
全
に
遊
べ
る

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

令和元年度青少年の主張矢祭町大会【高校生の部最優秀賞】

矢祭町は子供の将来のために
予算を使う素晴らしい町であり
誇りを感じます
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地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.28

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市
出身。趣味はYOSAKOI、旅、
献血。主な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。 ▶▶

　1月は自身事務局長として最後になるであろ

う「やまつりまち・ひと・みらいづくり協議会」

の総会があったくらいでさほど目立った活動も

なく淡々と過ぎた印象でした。

　4月からの町内での自立に向けて皆さんに楽

しんでもらえる矢祭産品の掘り出しに力を注ぎ

始めています。

　鮎はおおよそ調理法など決まってきた感じで

す。これは！といった食材などありましたら是

非お知らせ願えればと思っています。

　どうかご協力の程よろしくお願いいたしま

す。

◀青木隊員が経営する『あつまり処　
あおちゃん家』で提供されている「鮎
のコンフィー（油煮）」

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す
『町民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②カタログや電話相談で商品を選ぶ
　③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メー
　　ルで注文する
　④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅で
　　の受け取りも可能）
【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659　
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当して
いる佐川です。今月のおすすめは鮎とクルミの甘露煮
です。今回も久慈川のやなで獲れた鮎とクルミを、山
のごちそう本舗さんに調理していただきました。やな
で獲れた鮎が食べられるのは今回が最後になります。
販売は 2月の後半からとなっております。ご注文お待
ちしております！p

PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
25歳。福島県富岡町出身。
前職は大学生。趣味は犬の散
歩をすること。

PROFILE
大塚直樹【おおつかなおき】
27歳。福島県いわき市出
身。前職は原発作業員。趣
味はパソコン、料理、買い物、
読書。

▲様々な種類の花を丹念に育て、春先の計画開始を
目指し奮闘する大塚隊員。

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
大
塚
で
す
。

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
栽
培
に
つ
い

て
の
活
動
報
告
で
す
が
、
冬

の
農
閑
期
と
い
う
こ
と
で
引

き
続
き
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建

設
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、12
月
と
１
月
に
は
、

も
っ
た
い
な
い
市
場
や
地
域

の
農
家
の
方
々
と
協
力
し
、

神
奈
川
県
や
東
京
都
で
開
催

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
矢

祭
町
の
農
産
物
の
販
売
・
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
来
場

さ
れ
た
お
客
様
か
ら
ご
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
皆
様
に
ご
周
知

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
よ
り
、

ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り
の
入
り

口
で
販
売
し
て
い
る
花
や
野

菜
の
苗
で
す
が
、そ
の
種
類
、

特
に
お
花
の
苗
を
中
心
に
少

し
ず
つ
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
お
花
屋
さ
ん
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
少
し
便
利
な

「
町
の
小
さ
な
お
花
屋
さ
ん
」

と
し
て
、
私
、
大
塚
の
主
導

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

丈
夫
で
育
て
や
す
い
お
花

を
中
心
に
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
取
り
扱
う
苗
を

増
や
し
て
い
き
、
切
り
花
用

の
苗
も
年
を
追
う
ご
と
に
増

や
し
て
ご
提
供
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

春
頃
に
は
、
こ
の
計
画
が

開
始
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
進
展
が
あ
っ
た
際

に
は
、
こ
ち
ら
で
改
め
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　こんにちは、協力隊福山
です。
　12月31日に東舘神社
での年越しの際に、昨年同
様、ゆず甘酒の配布を行
いました。
　昨年はユズが豊作だっ
たこともあり、合わせてゆ
ずの無料配布も実施しまし
たが、今年はユズが不作
だったため、配布すること
ができませんでした。それ
でも、ゆず甘酒を喜んで頂
けたので良かったです。

　１月はビニールハウスの
建設のほか、15日・16日
に開催された世田谷ボロ市
で矢祭産農産物を用いた
食品の販売を行いました。
　ボロ市では、県内の老
舗和菓子屋の方と知り合
い、ラズベリー羊羹の開発
に興味を持っていただきま
した。
　今後もこういった催しに
積極的に参加し、町とラズ
ベリー両方をPRしていき
たいと思います。
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

「推進リーダーおはなしかい」

【日時】
２月１６日（日）
　午後２時～午後３時
【会場】
矢祭もったいない図書館
　（特別書庫）

　「矢祭子ども司書」の認定を
受けた、読書推進リーダーに
よるおはなしかいでは、ひと
り３分間で１冊の本を紹介す
る、「ミニビブリオバトル」を
開催いたします。ミニ工作で
は、おりがみでおひな様を作
ります。一般の方の参加とご
来場をお待ちしております。

ＰＩＣＫ　ＵＰ

【今月の休館日】
毎週月曜日（天皇誕生日振替休日　2月 24日（月）は開館）

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.9

Taketo Sato

佐藤　丈斗
PROFILE
【さとうたけと】
３年２組。陸上部。好きな
教科は英語。学習の復習（社
会・理科）を頑張っている。

「
努
力
と
は
何
か
」

　

努
力
と
は
何
か
？
私
に
と
っ
て
努

力
と
は
、
自
信
を
も
っ
て
精
一
杯
が

ん
ば
っ
た
こ
と
を
、
自
分
で
認
め
ら

れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
、
学
力
を
上
げ
て
、
高

校
に
入
る
た
め
に
、
必
死
に
学
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
受
験
と

い
う
壁
が
、
目
の
前
に
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
先
輩
た
ち
は
こ
う
言
っ
て

い
ま
し
た
。「
も
っ
と
早
く
、
勉
強
に

励
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
。」「
も
っ

と
早
く
、
真
剣
に
努
力
し
て
お
け
ば
、

こ
こ
ま
で
苦
労
せ
ず
に
済
ん
だ
。」

　

私
も
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
早

め
に
、
真
剣
に
学
習
に
取
り
組
も
う

と
考
え
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ま
り
成

績
が
伸
び
ず
、
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
そ
れ
は
、
自

分
が
本
気
に
な
っ
て
学
習
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
う
受
験
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
早
く
勉

強
し
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

思
っ
て
安
心
し
て
、
こ
こ
ま
で
来
て

し
ま
い
、
私
は
、
今
、
と
て
も
後
悔

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
先
輩
た
ち

が
言
っ
て
い
た
こ
と
は
正
解
で
し

た
。

　

で
き
た
と
思
っ
て
い
て
も
、
成
績

が
伸
び
な
い
の
は
、
中
途
半
端
な
努

力
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
中
途
半
端
な

努
力
で
は
、
実
力
に
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
、

精
一
杯
や
る
こ
と
が
、
本
当
の
努
力

だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
の
努
力
を
す

れ
ば
、
結
果
も
必
ず
向
上
す
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
、
自
分
が
納
得
で

き
る
ま
で
、
精
一
杯
学
習
を
し
て
、

自
分
の
目
標
を
か
な
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
文
化
祭
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
」

　

私
が
文
化
祭
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と

は
、
学
級
旗
コ
ン
ク
ー
ル
と
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
す
。

　

学
級
旗
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
み
ん

な
で
協
力
し
合
っ
て
作
製
し
、
最
優

秀
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
最
初
か
ら
、
最
優
秀
賞
を

と
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
み
ん
な

と
協
力
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
途

中
、
失
敗
し
た
り
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、

最
後
ま
で
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
最
優
秀
賞
を

と
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
み
ん
な

で
四
冠
を
と
る
と
宣
言
し
て
、
練
習

を
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
歌
う
の
が
あ
ま
り
得
意
で

は
な
い
の
で
、
み
ん
な
の
足
を
ひ
っ

ぱ
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
み
ん
な
と
練
習
し
て

い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
上
手
に

歌
え
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
う
し
て
、合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
、
最
優
秀
賞
を
は
じ
め
、

四
冠
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
３
年
生
最
後
の
並
木
丘
祭

に
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
中
学
校

生
活
一
番
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

１
、２
年
生
の
皆
さ
ん
も
、
何
か

に
本
気
で
取
り
組
み
、
よ
い
思
い
出

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

Genta Saito

齋藤　元汰
PROFILE
【さいとうげんた】
３年２組。ソフトテニス部。
好きな教科は美術。受験勉強
（数学・英語）を頑張っている。

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

「第 11期矢祭子ども司書講座認定式」（矢祭もったいない図書館）
　２月２２日（土）午前 10時～正午
▶５月から講座を受講していた受講生が、「矢祭子ども司書」の認定を受けます。

【２月のイベント】

【今月のコーナー】
第 11期矢祭子ども司書講座認定式の中で、「矢祭子ども司書
ミニビブリオバトル」を開催することから、「第 11期矢祭子
ども司書のおすすめ本」として、ビブリオバトルにて紹介した
本を展示いたします。

【３月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　３月５日（木）午前 10時～正午
▶３歳までの乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

新
年
会
ぐ
い
と
飲
み
干
し
十お

は

こ
八
番
歌

お
ら
が
町
猪
枯
野
駆
け
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

初
参
り
免
許
汚
さ
ぬ
意
思
誓
う

産
土
や
神
道
の
路
遠
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

楪ゆ
ず
り
はや

も
の
事
に
あ
る
謂
か
な

温
め
酒
互
に
声
の
高
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

元
日
や
昨
日
と
同
じ
仕
事
あ
り

一
番
は
女
客
な
り
初
商
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子



　

日
本
各
地
に
４
箇
所
の

　

拠
点
を
置
き
、
我
が
国

の
「
も
の
づ
く
り
」
に
貢
献
す
る

べ
く
日
々
製
造
・
開
発
に
勤
し
ん

で
い
ま
す
。
昭
和
62
年
に
福
島
矢

祭
工
場
を
新
設
、
新
た
な
事
業
と

し
て
80
Ｋ
Ｗ
電
子
ビ
ー
ム（
Ｅ
Ｂ
）

溶
解
炉
を
備
え
、
純
度
の
高
い
金

属
材
料
の
開
発
、
試
作
、
少
量
生

産
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
２
５
０
Ｋ
Ｗ
Ｅ
Ｂ

溶
解
炉
を
導
入
し
、
高
融
点
金
属

の
量
産
を
行
い
、
平
成
19
年
に
は

３
０
０
Ｋ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
溶
解
炉
（
１
号

機
）
を
増
設
。
高
品
質
の
薄
膜
が

要
求
さ
れ
る
半
導
体
用
の
高
純
度

金
属
を
量
産
で
き
る
技
術
を
確
立

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
半
導
体
用
材
料
の
需
要

拡
大
に
応
え
る
た
め
、
平
成
26
年

に
同
溶
解
炉
２
号
機
、
平
成
29
年

に
同
溶
解
炉
３
号
機
を
増
設
し
ま

し
た
。

　

当
工
場
で
溶
解
し
た
金
属
材
料

は
、
世
界
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
に

供
給
さ
れ
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

入
社
当
時
は
、
レ
ア
メ

　

タ
ル
が
何
に
使
わ
れ
る

の
か
、
世
代
の
違
う
先
輩
と
ど
う

接
し
て
良
い
か
な
ど
大
い
に
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
分
け
隔
て
な
く

趣
味
の
話
や
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話

で
寄
り
添
っ
て
く
れ
た
先
輩
に
支

え
ら
れ
、
今
は
自
分
が
先
輩
の
よ

う
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
。「
良
い
も
の
を
造

る
」
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

一
緒
に
働
く
仲
間
を
包
み
込
む
社

風
が
こ
の
工
場
の
魅
力
で
す
。

　

今
日
、
レ
ア
メ
タ
ル
が

　
「
新
素
材
開
発
の
米
」、

「
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
生
命
線
」
と

し
て
益
々
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
矢
祭
町
の
自
然
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
世
界
に
必
要
と
さ
れ
る
材

料
を
提
供
し
続
け
て
い
き
、
新
し

い
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
様
、

技
術
力
の
開
発
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

14

メッセージ

from結婚支援室（67）

message
『
婚
活
を
始
め
よ
う
』

　

就
職
活
動
か
ら
「
就
活
」
と
い
う

言
葉
が
生
ま
れ
、
最
近
で
は
「
終
活
」

「
妊
活
」「
朝
活
」
な
ど
他
に
も
い
ろ

い
ろ
な
「
○
活
」
を
目
に
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
数
年
前
に
登
場
し

た
「
婚
活
」
も
そ
の
一
つ
で
「
結
婚

を
す
る
た
め
の
活
動
」
を
表
し
た
造

語
で
す
が
、
こ
の
言
葉
が
入
っ
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
何
な
の
か
誰
で
も
わ

か
る
よ
う
に
す
っ
か
り
馴
染
ん
で
き

ま
し
た
。

で
は
、「
結
婚
を
す
る
た
め
の
活
動
」

と
は
い
っ
た
い
何
を
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
。

　

結
婚
相
談
所
へ
の
入
会
や
登
録
は

分
か
り
や
す
い
活
動
に
な
り
ま
す
が
、

入
会
を
し
た
だ
け
で
安
心
し
て
し
ま

う
方
が
多
く
い
ま
す
。
入
会
は
も
ち

ろ
ん
活
動
の
大
き
な
第
一
歩
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
生
活
を
し
て
い
た
の
で
は
入
会
前

と
何
ら
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
紹
介
が
あ
っ
て
、
お
相
手
と

対
面
し
た
時
の
た
め
の
準
備
を
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
服
装
や

体
づ
く
り
に
興
味
を
持
つ
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。
新
し
く
趣
味
を
持
ち
実

践
す
る
こ
と
は
知
識
も
増
え
、
内
面

的
に
幅
が
得
ら
れ
ま
す
。
自
分
以
外

に
興
味
を
持
ち
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
す
る
こ
と
も

婚
活
の
一
つ
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
準
備
こ
そ
が
結
婚
へ

繋
が
る「
婚
活
」と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

　　　「おしゃべりカフェ」
日時　毎月第３水曜日　午後６時～午後８時
場所　リフレッシュふるさとランド
対象　独身者（同伴の既婚者）

＊参加費は無料です。友人と誘い合
わせの上ご気軽にご参ください。

お問い合わせは、結婚支援室☎ 46-
4884 まで

結婚相談室からのお知らせ

Professional

やまつり

まちで働くかがやき人 － Vol.1 －

×
吉
田　

亮
さ
ん

金
属
材
料
部　

勤
続
17
年
目

プロフェッショナル

山
本　

豊
司
さ
ん

福
島
矢
祭
工
場
長　

勤
続
33
年
目

ど
ん
な
企
業
で
す
か
？

や
り
が
い
や
魅
力
は
？

所在地　中石井字小野沢３６４（龍光寺境内）
樹　齢　約６３０年
樹　高　約１５ｍ
幹　周　約４６７㎝
科　名　イチイ科
樹　種　カヤ（榧）
その他　福島県緑の文化財登録第３１１号

龍光寺のカヤ矢祭祭
遺産遺産

－No.1 －

会社概要

日下レアメタル研究所
有限会社

住　所　〒 963-5113　下関河内字後原 15-2
電　話　0247-47-2656
創　業　昭和 62年
代表者　工場長　山本豊司
社員数　12名
主事業　非鉄金属製造業
　　　　（高純度チタンなど）

福島矢祭工場

吉

山

今
後
の
目
標
は
？

山

　龍光寺の山門をくぐって参道の階段をのぼり、
左手に曲がると、そこには針葉樹独特の葉がツヤ
ツヤと光る、立派なカヤの木が佇んでいます。
　龍光寺は、大日如来を本尊とし、永徳２年
（１３８２年）、奥雅和尚により開山創立されま
したが、天明年間（１７８１年～１７８９年）
の火災により焼失し、現在の本堂は、文政７年
（１８２４年）に再建されました。昔から、社寺
の境内に厄除けとしてカヤを植える例は珍しくな
く、このカヤも再建の際に境内に植えられたもの
といわれています。

　カヤは成長がとても遅く、成樹となるまで
３００年かかるといわれます。龍光寺のカヤは樹
高１５ｍを超える大木ですが、樹齢約６００年以
上と推定される大変長い年月をかけ、現在の姿と
なったのです。全国的に現存するカヤの大木は少
なく大変希少なものです。
　木幹の根本は割れ、大人でもすっぽりと入れそ
うな大きな空洞ができています。昔、落雷があり
樹の芯が燃え、樹勢が弱まったこともあったよう
ですが、現在の樹勢は良好で、樹形も整い、古木
ならではの静かな風格を漂わせています。
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１月１５日（水）、矢祭町人権擁護委員委嘱状伝
達式が役場第１会議室にて行われ、柏正二さん（再
任）と石井公子さん（新任）に新田福島地方法務局
白河支局長から委嘱状が伝達されました。任期は、
令和２年１月１日から令和４年１２月３１日までの
３年間となります。

　１月４日（土）、令和２年矢祭町消防団出初式が
矢祭中学校校庭にて挙行されました。今年も山村開
発センター駐車場から矢祭中学校までの道程を堂々
と行進し、地域住民へ無火災を呼びかけました。ま
た、式典では、規律正しい観閲・通常点検ののち、
各種表彰等が行われました。

　１月７日（火）、福島県中学校ソフトテニスイン
ドア大会において準優勝を果たし、東北大会への出
場権を獲得した矢祭中学校ソフトテニス部の選手６
人と草野仁校長、顧問の石川千春先生、外部コーチ
の菊池洋行さんが町長室を訪れ、佐川町長へ東北大
会出場を報告しました。

無火災・無災害を願う
▶矢祭町消防団出初式

人権尊重思想の普及のために尽力
▶矢祭町人権擁護委員委嘱状伝達式

県大会準優勝を経て、東北大会へ出場
▶矢祭中学校ソフトテニス部東北大会出場報告

　１月２５日（日）、山村開発センター大集会室に
おいて、令和大学・女性団体連絡協議会・ふるさと
探検隊合同の閉級式が行われました。式では、各団
体の皆勤賞（２２人）・精勤賞（１８人）が片野教
育長より授与され、各団体の代表者がそれぞれ１年
間の活動に対するお礼のことばを述べました。

３団体合同で閉級式を迎える
▶生涯学習合同閉級式

木工クラフト制作を楽しむ
▶やまつり小放課後児童クラブ木工クラフト体験

　１月３１日（金）、やまつり小放課後児童クラブ
にて木工クラフト体験が開催されました。福島県も
りの案内人である片野惠仁さんを講師に迎え、様々
な形の木材を使い、オリジナルの置物やキーホル
ダーなどを作成。児童たちは、直接木材に触れなが
ら材料の特徴などを学び、作品作りを楽しみました。

適正な管理執行・選挙啓発の功績により
▶福島県選挙管理委員会委員長感謝状伝達式

　１月２０日（月）、第２５回参議院議員通常選
挙において、適正な管理執行や選挙啓発（投票率
70.18％県内第 10 位）に多大な功績があったとし
て、県選挙管理委員会委員長感謝状が町選挙管理委
員会に贈られ、安達県南地方事務局長から片野町選
挙管理委員会委員長へ表彰状が伝達されました。

　１月２３日（木）、学法石川高等学校ダンスドリ
ルチームのメンバーとして、１１月５日に開催され
た東北大会で POM部門、ミリタリー部門ともに優
勝を果たし、１月１８・１９日の全国大会でも同２
部門で優勝という快挙を成し遂げた同校２年の大木
夢乃さんに激励金が交付されました。

全国大会２部門優勝の快挙
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式
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全
議
案 

原
案
通
り
可
決
！

　

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
と

４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
７
名
が
登
壇
し
町
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行

わ
れ
、
専
決
処
分
６
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
１
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
５
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
２
０
案
件
を
審
査
し
、
承
認
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と
し
て
矢
祭
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
１
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

1819

◎
専
決
第
11
号
・
12
号　

令
和

元
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
83
号
・
84
号
）

◎
専
決
第
13
号　

令
和
元
年
度

矢
祭
町
農
業
集
落
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
85
号
）

◎
専
決
第
14
号　

令
和
元
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
86
号
）

◎
専
決
処
分
報
告
（
議
案
第
87

号
）

◎
専
決
処
分
報
告
（
議
案
第
88

号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
制
定
（
議
案
第
89
号
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
定
に
基

づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
等
に
関
す
る
条
例
（
議
案
第

90
号
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
開

始
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
整
備

等
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
91
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
伴
い
、
条
例
を
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
特
別
措
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
92
号
）

　

特
別
措
置
期
間
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
に
係
る
利
用
者

負
担
額
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
93

号
）

　

「
こ
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

一
部
」
が
改
正
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
改
正
で
文
言
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
94
号
）

　

「
こ
ど
も
子
育
て
支
援
法
の

一
部
」
の
改
正
に
伴
い
、
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
95
号
）

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
更
新
手
数
料
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

◎
矢
祭
町
長
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
議
案
第
１
０
３
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
伴
い
、
条
例
を
一
部
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
ス
イ
ン
ピ
ア
矢

祭
修
繕
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
議
案
第
97
号
）

　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
修
繕
工
事

の
入
札
を
令
和
元
年
11
月
29
日

に
執
行
し
ま
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号

及
び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　

２
９
１
，
５
０
０
，
０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
額
２
６
，５
０
０
，０
０
０
円
）

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
98
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
地
方
交
付

税
、
国
・
県
支
出
金
、
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
の
増
額
、

町
債
の
減
額
、
歳
出
に
お
い
て

は
議
会
費
、
総
務
費
、
民
生
費
、

衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商

工
費
、
土
木
費
、
消
防
費
、
教

育
費
、
災
害
復
旧
費
、
公
債
費

の
増
額
、
予
備
費
の
減
額
の
補

正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
99
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
繰
入
金
の
増

額
、
歳
出
に
お
け
る
総
務
費
の

増
額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
１
０
０
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
繰
入
金
の
増

額
、
歳
出
に
お
け
る
総
務
費
、
保

険
給
付
費
の
増
額
、
予
備
費
の
減

額
の
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
１
０
１
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
繰
越
金
、
諸
収

入
の
増
額
、
歳
出
に
お
い
て
は

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
、
諸
支
出
金
、
予
備
費
の

増
額
な
ど
に
よ
る
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第

１
０
２
号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
支
出
、

第
４
条
予
算
の
資
本
的
支
出
の

増
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
矢
祭
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
（
議
案
第
96

号
）

　

東
橋
の
修
繕
事
業
の
追
加
と

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
の
継
続
事
業

に
伴
う
年
度
区
分
の
変
更
に
よ

る
も
の
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
国
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
求

め
る
会

　

代　
　

長　

井
上　

裕
子

　

紹
介
議
員　

大
森　

泰
幸

　

審
査
結
果　

不　

採　

択

○
県
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
者

　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
求

め
る
会

　

代　
　

長　

井
上　

裕
子

　

紹
介
議
員　

大
森　

泰
幸

　

審
査
結
果　

不　

採　

択

専

決

処

分

条　
　
　

例

契　
　
　

約

令和元年度各会計別予算補正状況（議案第98～102号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正額 予算総額

一 般 会 計 6,016,356 173,250 6,189,606

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 697,905 104 698,009

介 護 保 険 600,375 20 600,395

後期高齢者医療保険 140,885 5,918 146,803

水 道 事
業 会 計

収 益 的 支 出 137,970 3,539 141,509

資 本 的 支 出 285,081 5,962 291,043

補 

正 

予 

算

令和元年度各会計別予算補正状況（専決第11号～第14号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 4,189,496 1,826,860 6,016,356

特別会計 農業集落排水処理事業 29,304 7,478 36,782

水道事業 資 本 的 的 支 出 284,058 1,023 285,081

そ　

の　

他

請
願
・
陳
情

請
　

願



　
　

被
害
の
概
要
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
て
い
る
が
、
河
川
の

護
岸
工
事
な
ど
は
含
ま
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
管
理
の
も
の
は
公
共
土
木

災
害
復
旧
事
業
に
載
せ
て
い
る

が
、
県
管
理
の
河
川
に
つ
い
て

は
載
せ
て
い
な
い
。

　
　

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
額

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

金
額
は
今
後
の
災
害
査
定
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
た
め
、
現
時

点
で
正
確
な
数
字
、
補
助
率
は

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

　
　

復
旧
期
間
は
ど
れ
く
ら
い

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

災
害
復
旧
事
業
等
に
よ
る
も

の
は
年
度
内
、
箇
所
に
よ
っ
て

は
１
年
程
度
か
と
思
う
。
高
地

原
橋
の
復
旧
に
は
３
年
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
　

矢
沢
川
と
久
慈
川
の
合
流

部
の
護
岸
工
事
を
早
急
に
行
う

べ
き
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

久
慈
川
沿
い
に
は
堤
防
の
な

い
区
間
が
あ
る
の
で
、
堤
防
に

対
す
る
認
識
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
・
県
へ

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

最
近
小
田
川
の
川
底
が
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
一
部
土
砂

の
除
去
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、

こ
れ
は
継
続
工
事
な
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
と
の
事
業
調
整
会
議
に
毎

年
要
望
し
て
い
る
中
で
、
県
が

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
。
単

年
度
工
事
に
な
る
の
で
、
翌
年

の
工
事
が
約
束
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

　
　

田
川
の
国
道
１
１
８
号
か

ら
町
道
ま
で
の
砂
利
が
多
い
た

め
、
除
去
を
要
望
す
る
が
い
か

が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

河
川
の
堆
積
土
砂
の
撤
去
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
町
長
の
公
約
等
の
実
現
に

向
け
て
の
方
針
、考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

基
本
的
に
は
「
入
る
を
量
り

て
出
ず
る
を
制
す
」
と
い
う
考

え
に
は
変
わ
り
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
町
政
懇
談
会
で
は
河

川
の
土
砂
撤
去
の
要
望
が
多
く

出
た
こ
と
も
あ
り
、
予
算
に
計

上
し
た
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｌ
列
車

の
運
行
に
つ
い
て
は
、
観
光
行

政
の
発
展
と
し
て
、
関
係
機
関

と
話
し
合
い
な
が
ら
子
供
た
ち

の
夢
を
叶
え
る
た
め
の
実
現
を

図
り
た
い
。
更
に
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
団
体
に
も
関
心
を
持
ち

な
が
ら
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
文
化
団

体
に
対
し
、
ど
れ
く
ら
い
の
補

助
金
、
も
し
く
は
支
援
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

文
化
団
体
等
は
多
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
予
算
編
成
で
は
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、

具
体
的
な
金
額
は
回
答
を
差
し

控
え
た
い
。

　
　

町
内
に
は
、
他
に
も
奉
仕

活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る

が
、
支
援
や
助
成
等
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
の
町
の
対
応
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

要
望
が
あ
っ
た
時
点
で
、
判

断
し
た
い
。

　
　

今
ま
で
に
実
施
し
た
町
政

懇
談
会
の
感
想
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

要
望
の
多
か
っ
た
小
河
川
の

土
砂
撤
去
に
つ
い
て
は
、
被
害

が
想
定
さ
れ
る
所
か
ら
優
先
的

に
考
え
て
い
き
た
い
。
町
民
が

町
づ
く
り
に
入
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
策

の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
要
望
を

一
つ
一
つ
精
査
し
な
が
ら
安
心

し
て
住
め
る
よ
う
な
施
策
作
り

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

様
々
な
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
公
約
と
の

差
異
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
て
い

く
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

具
体
的
な
差
異
は
今
の
と
こ

ろ
感
じ
て
い
な
い
。
町
づ
く
り

に
対
す
る
自
分
の
思
い
と
、
町

民
の
思
い
が
合
致
さ
れ
れ
ば
町

の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
信
じ

て
、
行
政
運
営
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
。

　
　

矢
祭
町
は
、
平
成
13
年
10

月
31
日
に
市
町
村
合
併
し
な
い

宣
言
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日

を
矢
祭
町
民
の
日
に
制
定
し
、

子
々
孫
々
へ
引
き
継
い
で
い
く

べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
広
く
情
報
収

集
し
な
が
ら
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
11
日
、
12
日
に
行
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。

土
木
行
政

質
問　

台
風
19
号
の
災
害
復
旧

事
業
に
つ
い
て

藤田保男議員

答

質
問　

矢
祭
町
民
の
日
の
制
定

に
つ
い
て

一
般
・
農
業
・
建
設
行
政

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

答

答答 答

問

問

問

問 問

答 問

青砥安彦議員

答 問

答 問答 問答 問

答答 問

　
　

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
、

毎
年
人
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

し
て
い
る
が
、
今
年
度
依
頼
し

た
講
師
は
何
回
目
の
講
演
に
な

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

本
町
で
は
７
回
目
で
あ
る
。

　
　

講
演
会
の
参
加
人
数
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

約
３
０
０
人
弱
で
、
か
な
り

盛
況
な
感
じ
が
し
た
。

　
　

講
師
謝
礼
金
は
い
く
ら
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
へ

１
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　

同
じ
講
師
に
７
回
の
講
演

と
の
こ
と
で
、
町
民
か
ら
は
ど

う
し
て
同
じ
人
を
呼
ん
で
い
る
の

か
疑
問
に
思
う
と
の
声
が
あ
る
。

こ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

そ
の
よ
う
な
声
は
届
い
て
い

な
い
し
、
大
盛
況
と
い
う
方
は

た
く
さ
ん
い
る
。

　
　

農
作
物
の
被
害
は
ど
れ
く

ら
い
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
作
物
の
被
害
は
町
で
取
り

ま
と
め
て
い
な
い
た
め
、
農
業

共
済
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
水
稲

を
中
心
に
１
，
２
３
４
万
円
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

農
協
等
か
ら
の
情
報
は
な

い
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

主
に
ハ
ウ
ス
被
害
等
は
農
協

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
ま
と
め

て
い
る
が
、
野
菜
等
に
つ
い
て

は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　

農
業
関
連
施
設
等
は
ど
れ

く
ら
い
の
被
害
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ハ
ウ
ス
の
倒
壊
等
の
被
害
報

告
は
上
が
っ
て
い
な
い
が
、
浸

水
に
よ
る
農
業
用
機
械
は
４
件

被
災
し
て
い
る
。

　
　

農
道
関
係
に
被
害
が
あ
っ

た
が
、
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
災
害
復
旧
事
業
の
査

定
を
受
け
て
お
り
、
承
認
さ
れ

れ
ば
修
繕
し
て
い
き
た
い
。

　
　

林
道
関
係
に
も
被
害
が

あ
っ
た
が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

大
き
く
崩
落
し
た
６
箇
所
に

つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業
の

査
定
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
小
規
模
な
箇
所
は
時
期
を

み
て
修
繕
し
た
い
。

　
　

耕
作
放
棄
地
景
観
作
物
等

栽
培
奨
励
事
業
の
実
績
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

事
業
実
施
面
積
は
、
平
成
25

年
度
に
約
４
５
８
ａ
で
あ
っ

た
が
、
平
成
30
年
度
は
１
，

５
７
６
ａ
と
な
り
、
多
く
の
方

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。
更
に
、
こ
こ
１
、
２
年
は

個
人
や
任
意
団
体
な
ど
が
立
ち

上
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
数

字
以
上
に
効
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　

令
和
２
年
度
も
事
業
は
継

続
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
づ
く
り
懇
談
会
で
も
継
続

の
要
望
が
あ
る
の
で
予
算
化
し

て
い
き
た
い
。

　
　

草
刈
機
の
利
用
貸
出
し
事

業
の
実
績
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
30
年
度
の
利
用
は
81
件

で
、
草
刈
り
時
期
に
は
予
約
が

殺
到
す
る
状
況
で
、
耕
作
放
棄

地
発
生
防
止
に
貢
献
す
る
事
業

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　
　

町
道
も
台
風
19
号
で
大
き

な
被
害
が
出
た
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
道
の
災
害
復
旧
事
業
の
査

定
に
３
件
申
請
し
、
採
択
さ
れ

た
の
で
今
後
事
業
化
し
て
い
き

た
い
。
小
規
模
な
箇
所
は
、
速

や
か
に
町
単
独
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
　

災
害
復
旧
事
業
は
今
年
度

中
に
終
了
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

事
業
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
と
な
る
の
で
、
農
地
の
復
旧
を

最
優
先
に
し
た
い
。
町
道
の
一
部

通
行
止
め
の
箇
所
は
速
や
か
に

対
応
し
た
い
が
、
通
行
が
確
保

で
き
る
所
に
つ
い
て
は
農
地
等
の

復
旧
後
と
な
る
気
が
す
る
。

　
　

台
風
19
号
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
被
害
状
況
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

水
道
事
業
で
水
道
管
の
破
損

が
３
箇
所
で
、
高
地
原
橋
の
崩

落
に
伴
う
も
の
は
仮
設
管
で
対

応
し
て
お
り
、
残
り
に
つ
い
て

は
復
旧
済
で
あ
る
。
農
業
集
落

排
水
処
理
事
業
で
は
中
継
ポ
ン

プ
制
御
盤
が
故
障
し
た
た
め
、

仮
設
の
物
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　

矢
祭
山
公
園
内
に
親
水
公

園
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
台
風
で
久
慈
川
の
増
水

に
よ
り
工
事
現
場
が
流
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
の
台
風
で
親
水
広
場
が

大
き
く
被
災
し
た
こ
と
は
、
大

変
残
念
な
気
持
ち
で
あ
る
。
た

だ
、
町
観
光
の
要
で
あ
る
矢
祭

山
公
園
の
振
興
に
は
必
要
不
可

欠
な
事
業
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
の
で
、
災
害
復
旧
事
業
が

一
段
落
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
工

事
は
進
め
た
い
。

　
　

町
長

　

町
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
に
は

矢
祭
山
公
園
の
振
興
が
大
事
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
、
親
水
広
場
を
中
心
に
公
園

の
整
備
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
、
あ
そ
こ
ま
で
久
慈

川
が
増
水
す
る
と
は
誰
も
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
今

後
も
豪
雨
で
久
慈
川
の
水
量
が

多
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思

う
が
、
こ
の
ま
ま
事
業
を
継
続

す
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

確
か
に
豪
雨
被
害
を
踏
ま
え

た
場
合
に
大
丈
夫
か
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
一
方
、
や
は
り
観

光
振
興
を
考
え
た
時
に
自
然
景

観
を
阻
害
し
な
い
、
景
観
に

マ
ッ
チ
し
た
広
場
に
仕
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
時
点
で
は
整
備
の
方
針

転
換
は
予
定
し
て
い
な
い
。

質
問　

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に

つ
い
て

質
問　

台
風
19
号
災
害
関
連
に

つ
い
て

質
問　

農
業
関
係
事
業
の
実
績

に
つ
い
て

質
問　

建
設
行
政
に
つ
い
て

答 問答 問答 問答 問

答

問

答 問答 問答 問答 問

答 問答 問答 問

答

問

答 問答 問

答

問

答 問 答 問
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事
業
課
長

　

観
光
協
会
と
し
て
の
答
弁
は

で
き
な
い
が
、
担
当
課
と
し
て

は
観
光
協
会
が
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
こ
と
は
非
常
に
良
い
こ

と
と
考
え
て
お
り
、
町
と
し
て

支
援
し
て
い
く
こ
と
は
観
光
行

政
の
立
場
か
ら
も
重
要
だ
と
思

う
。

　
　

矢
祭
山
駅
前
の
公
衆
ト
イ

レ
は
、
洋
式
ト
イ
レ
が
温
便
座

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
改
修
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

観
光
地
の
ト
イ
レ
は
、
特
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
点
か
ら
改

良
に
つ
い
て
観
光
庁
も
重
要
な

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
設
定
し

て
い
る
。
矢
祭
山
公
園
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
も
、
観
光
地
の
ト

イ
レ
対
策
の
面
で
し
っ
か
り
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　

様
々
な
観
光
行
政
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
独
立
し
た
観

光
協
会
と
す
べ
き
と
提
案
す
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

観
光
協
会
は
町
と
独
立
し
た

組
織
な
の
で
、
そ
の
あ
り
方
の

答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。

　
　

観
光
は
町
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
な
の
で
、
独
立
し
た
と

言
っ
て
も
関
連
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
町
も
精
一
杯
応
援
し

て
い
く
シ
ス
テ
ム
作
り
を
構
築

す
べ
き
と
思
う
が
、再
度
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
は
観
光
協
会
で
き
ち
ん

と
話
を
し
て
、
自
分
た
ち
の
体

制
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
、

観
光
協
会
の
あ
り
方
を
町
が
指

導
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
で
き
る

よ
う
に
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
決
済
が
で
き
る
よ
う
に
プ

ラ
ン
の
変
更
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
２
月
に
は
決
済
が
可
能

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
た
だ
、

決
済
に
は
手
数
料
が
発
生
す
る
。

　
　

今
回
、
台
風
19
号
の
町
の

状
況
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
な
か
っ
た
。
職
員
が
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
で
き
る

よ
う
な
状
態
な
の
か
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
基
本
的

に
業
者
が
作
成
し
て
い
る
が
、

災
害
等
に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
今
回
感
じ
、
11
月
25
日

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
全

職
員
が
で
き
る
よ
う
に
研
修
会

を
開
催
し
た
。
今
後
も
職
員
の

ス
キ
ル
を
高
め
る
よ
う
努
力
し

た
い
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

台
風
時
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
現
在
は
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
。

　
　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
便
利

に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
後
ろ
に
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
掲
載
を
提
案
す
る

が
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
様
々
な

情
報
を
掲
載
す
る
と
、
ペ
ー
ジ

数
が
多
く
な
り
内
容
も
煩
雑
に

な
る
た
め
、
混
乱
や
敬
遠
さ
れ

る
心
配
が
あ
る
。
健
康
に
特
化

し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
進
め

て
い
き
た
い
の
で
、
健
康
に
関

す
る
情
報
を
再
検
討
し
、
よ
り

良
い
物
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　

全
体
が
見
ら
れ
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
最
後
の
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
は
と
思
っ
た
が
い
か

が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

鮫
川
村
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は

掲
載
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
で
き
る
こ

と
は
対
応
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
来
年
度
予
算
で
、
見
直
し

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

再
度
全
戸
に
配
布
予
定
で
あ
る
。

　
　

防
災
・
減
災
の
た
め
の
対

策
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き
と
思

う
。
避
難
警
戒
レ
ベ
ル
は
１
か

ら
５
段
階
あ
り
、
レ
ベ
ル
２
、

３
の
時
点
で
行
動
計
画
を
進
め

る
施
策
が
今
後
必
要
と
思
う
が

い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

今
後
の
国
土
強
靭
化
計
画
対

策
は
、
大
規
模
災
害
に
対
し
て

の
国
の
施
策
で
、
令
和
２
年
度

に
本
町
も
予
定
し
て
い
る
。
危

機
管
理
能
力
も
こ
れ
か
ら
は
行

政
も
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
危
機
管
理
は

学
校
教
育
の
中
で
、
自
分
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教

え
る
の
も
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
対

策
で
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　

危
機
管
理
専
門
家
の
配
置

と
言
う
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

こ
れ
だ
け
の
災
害
を
受
け
て

い
る
の
で
、
も
う
一
歩
前
進
し

て
令
和
２
年
度
に
対
策
の
策
定

を
行
い
た
い
。

　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
金
の
申
請

者
数
と
、
交
通
弱
者
に
対
し
て

町
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

申
請
は
後
期
高
齢
者
の
方
で
、

人
数
の
正
確
な
数
字
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
方

が
申
請
し
利
用
が
図
ら
れ
て
い

る
。
今
後
年
齢
の
引
き
下
げ
、

対
象
者
の
拡
大
等
も
含
め
、
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で

検
討
す
る
べ
き
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

協
議
会
で
活
発
な
意
見
な

ど
は
出
る
の
か
伺
う

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

新
た
な
制
度
で
あ
り
、
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
の

こ
と
で
、
活
発
に
意
見
を
出
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

福
島
交
通
バ
ス
が
土
日
に

運
休
し
て
し
ま
う
こ
と
の
質
問

は
以
前
に
し
た
が
、
最
近
、
バ

ス
や
Ｊ
Ｒ
が
交
通
弱
者
に
対
し

て
人
口
減
少
の
地
域
に
対
す
る

方
策
を
求
め
る
政
府
の
見
解
が

　
　

以
前
に
も
久
慈
川
流
域
の

飯
野
・
天
神
沢
か
ら
東
橋
ま
で

堤
防
を
作
っ
て
は
ど
う
か
の
話

し
が
あ
っ
た
と
思
う
。
今
回
の

台
風
19
号
で
は
関
岡
地
区
が
被

害
に
遭
っ
た
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

関
岡
地
区
に
堤
防
が
な
い
こ

と
で
、
台
風
の
時
に
ど
う
な
の

か
と
の
思
い
は
誰
も
が
持
っ
て

い
た
と
思
う
。
当
然
、
天
神
沢

か
ら
江
戸
塚
ま
で
の
堤
防
の
な

い
部
分
は
、
今
後
国
・
県
に
要

望
し
な
が
ら
、
堤
防
を
兼
ね
た

国
道
１
１
８
号
の
バ
イ
パ
ス
化

に
つ
い
て
も
、
久
慈
川
の
防
災

体
制
と
し
て
し
っ
か
り
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

以
前
、
久
慈
川
流
域
の
堤

防
の
話
し
が
あ
っ
た
時
に
、
地

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
今
日

ま
で
至
っ
た
経
過
が
あ
る
が
、

台
風
の
被
害
を
受
け
地
権
者
も

同
意
で
き
る
よ
う
だ
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
で
も
、
越
水
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
前
提
で
の

対
策
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
よ
う
な
発
言
も
あ

る
。
全
体
的
な
流
れ
の
中
で
、

要
望
し
て
い
く
と
こ
ろ
は
要
望

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　
　

今
回
の
台
風
19
号
で
、
河

川
の
川
底
を
下
げ
て
水
位
を
下

げ
る
こ
と
に
よ
り
氾
濫
を
防
ぐ

と
い
う
よ
う
な
話
も
出
て
い

る
。
国
で
も
、
用
地
買
収
の
必

要
も
な
く
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
で
も
水
防
対
策
が
議
論
さ

れ
て
い
る
と
い
う
報
道
も
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
判
断
も
見
な

が
ら
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
う
。

　
　

や
な
場
を
設
置
し
て
、
今

年
１
年
間
の
成
果
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
回
の
や
な
場
設
置
は
、
や

ま
つ
り
ま
ち
・
ひ
と
・
み
ら
い

づ
く
り
協
議
会
の
中
で
、
久
慈

川
の
鮎
に
親
し
ん
で
い
る
グ

ル
ー
プ
が
試
験
的
に
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
実
際
に
設
置
に
こ

ぎ
着
け
た
こ
と
は
一
つ
の
成
果

で
あ
り
、
捕
れ
た
鮎
を
給
食
で

子
供
た
ち
に
鮎
飯
と
し
て
食
べ

て
も
ら
え
た
。
ま
た
、
南
蛮
漬

け
の
形
で
、
町
内
で
販
売
し
て

食
べ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み

も
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

今
回
の
台
風
で
は
、
や
な

場
に
よ
り
上
流
の
水
位
が
上
昇

し
被
害
を
大
き
く
し
た
と
考
え

て
い
る
が
、町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

過
去
に
例
の
な
い
久
慈
川
の

水
量
な
の
で
、
や
な
場
の
設
置

に
関
わ
ら
ず
被
害
は
出
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
、

今
後
の
設
置
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
だ
け
の
被
害
が
あ
っ
た
の

で
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

住
宅
の
半
壊
の
方
に
県
独

自
の
支
援
策
と
し
て
、
10
万
円

支
給
す
る
こ
と
を
新
聞
報
道
で

知
っ
た
。
た
だ
、
市
町
村
が
行

う
災
害
見
舞
金
制
度
に
上
乗
せ

し
て
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
町
に
お
い
て
も
支
援
金
を

支
給
す
る
考
え
で
あ
る
。
支
援

金
の
報
道
発
表
が
今
月
３
日

で
、
予
算
の
対
応
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
た
め
、
次
回
の
補
正

予
算
で
対
応
し
、
支
給
し
て
い

き
た
い
。

　
　

住
宅
周
辺
の
土
砂
崩
れ
等

で
困
っ
て
い
る
世
帯
も
あ
る

が
、
町
と
し
て
支
援
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
と
し
て
も
精
一
杯
助
成
す

る
考
え
で
あ
る
。

　
　

農
地
等
土
砂
撤
去
支
援
事

業
を
新
設
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
申
請
す
れ
ば
土
砂
が
流
入

し
た
水
田
は
対
象
に
な
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

個
人
の
申
請
で
は
収
集
が
つ

か
な
い
の
で
、
水
利
組
合
、
中

山
間
、
多
面
的
機
能
の
支
払
い

協
定
、
行
政
区
や
農
事
組
合
か

ら
の
申
請
分
に
つ
い
て
は
適
用

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　

９
月
に
実
施
し
た
、
バ
ス

を
利
用
し
た
周
遊
イ
ベ
ン
ト

の
効
果
、
課
題
を
伺
う
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
主
催
が
観

光
協
会
で
、
聞
き
取
り
に
よ
る

と
小
学
２
年
生
か
ら
76
歳
ま
で

33
名
、
他
に
観
光
協
会
関
係
で

14
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
変
好

評
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
町
の
貴
重
な
観
光

資
源
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
意
義
深
い
取
り
組
み
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　

バ
ス
で
周
遊
し
な
が
ら
町

を
再
発
見
す
る
ツ
ア
ー
は
と
て

も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
町
を

知
る
こ
と
は
郷
土
を
愛
す
る
心
、

矢
祭
を
愛
す
る
心
に
繋
が
る
が
、

来
年
度
実
施
の
考
え
を
伺
う
。
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出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
な
の
で
、
町
か
ら
福

島
交
通
に
働
き
か
け
を
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

提
案
は
可
能
だ
が
、
町
の
費

用
負
担
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
現
在
福
島
交
通
に

運
行
す
る
場
合
の
費
用
算
定
を

依
頼
し
て
い
る
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
混
み
合
っ

て
い
る
と
保
護
者
か
ら
聞
き
、

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
は
70
名

で
あ
る
が
、
次
年
度
の
利
用
が

１
４
０
名
程
と
な
る
見
込
み
の

た
め
、
現
在
の
施
設
で
は
対
応

が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
待
機

児
童
を
出
さ
な
い
方
針
で
、
現

在
、
新
た
な
施
設
や
補
助
員
の

確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　

代
替
施
設
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

現
段
階
で
は
、
新
た
な
場
所

を
お
答
え
で
き
る
状
況
に
な
い

が
、
現
在
、
既
存
の
公
共
施
設

で
児
童
ク
ラ
ブ
の
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

児
童
虐
待
に
関
連
し
た
親

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
構
築
す
べ
き

と
考
え
る
。
例
え
ば
カ
ン
ガ

ル
ー
ク
ラ
ブ
や
社
会
福
祉
協
議

会
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

を
利
用
し
て
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な

い
か
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

保
護
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
組

織
は
、
今
後
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
町
民
福
祉
課
と
連
携
し
な

が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い
。

　
　

保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

専
用
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ス
マ
ホ
の

使
用
を
提
案
す
る
が
い
か
が

か
。

　
　

教
育
課
長

　

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
、

多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
提
供
し
て

お
り
、
そ
の
機
能
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
先

生
方
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
や
保
護
者

の
通
信
機
器
等
の
環
境
に
違
い

が
あ
る
た
め
、
早
期
の
導
入
は

難
し
い
と
思
う
。
今
後
、
先
生

や
保
護
者
の
意
向
も
確
認
し
な

が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　
　

保
育
施
設
周
辺
の
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
設
置
に
は
補
助
が
さ
れ

る
そ
う
だ
が
、
そ
れ
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
提
案
す
る
が
い
か

が
か
。

　
　

町
長

　

こ
ど
も
園
の
横
断
歩
道
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
既
に
決
定
し

て
い
る
。
子
供
た
ち
が
安
心
し

て
通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
は

大
事
な
施
策
で
あ
る
の
で
、
今

後
も
小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
責
任
を

持
っ
て
進
め
て
参
り
た
い
。

　
　

林
道
災
害
の
状
況
及
び
場

所
と
林
道
高
地
原
線
の
行
き
止

り
解
消
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
は
、

滝
川
西
線
２
箇
所
、
大
垬
線
３

箇
所
、
内
川
町
平
畑
線
１
箇
所

の
計
６
箇
所
で
あ
り
、
他
に
も

土
砂
崩
れ
等
多
数
あ
る
が
、
単

費
で
順
次
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
高
地
原
線
の
行
き
止
り
解

消
に
は
か
な
り
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
も
の
と
思
わ
れ
、
災
害
時

の
孤
立
対
策
の
た
め
の
解
消
と

し
て
は
、
難
し
い
と
考
え
る
。

　
　

林
道
大
垬
線
は
、
年
度
内

に
復
旧
で
き
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

通
行
止
め
を
し
て
い
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず

農
地
災
害
の
復
旧
が
第
一
に
な

る
の
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保

し
た
上
で
早
く
解
消
し
た
い
。

　
　

台
風
19
号
で
は
、
浸
水
想

定
区
域
外
で
も
浸
水
被
害
が
起

き
た
。
ま
た
、
指
定
避
難
所
も

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
な
っ
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
、
マ
ッ
プ

の
見
直
し
と
避
難
所
の
受
け
入

れ
可
能
人
数
を
明
記
し
て
は
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

県
が
本
年
度
に
見
直
す
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
本
町
で
も
来
年
度
に
見
直
し

を
し
た
い
。
避
難
所
は
公
共
施

設
及
び
地
区
公
民
館
等
し
か
利

用
で
き
る
も
の
が
な
い
現
状

で
、
見
直
し
は
難
し
い
た
め
、

災
害
に
応
じ
適
切
に
判
断
し
避

難
所
を
開
設
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
避
難
所
の
収
容
人
数
は

明
記
せ
ず
、
今
後
も
運
用
し
て

い
き
た
い
。

　
　

農
道
山
下
線
の
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
と
外
側
線
、
国
道

１
１
８
号
と
町
道
の
丁
字
路
に

あ
る
横
断
歩
道
が
消
え
か
か
っ

て
い
る
。
他
の
町
道
も
計
画
的

に
白
線
を
引
き
直
す
こ
と
で
交

通
安
全
に
繋
が
る
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ご
指
摘
の
路
線
に
限
ら
ず
、

計
画
的
な
引
き
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
町
づ
く
り
懇
談

会
で
も
同
様
の
要
望
が
あ
っ
た

の
で
、
一
つ
の
重
点
事
項
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

台
風
19
号
に
対
す
る
町
民

の
備
え
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に

し
た
の
か
、
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

Ｉ
Ｐ
電
話
で
10
月
11
日
と
翌

12
日
に
台
風
の
進
路
及
び
情
報

を
配
信
し
た
。
ま
た
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
に
よ
り
12
日
に
自
主
避

難
所
開
設
、
東
舘
・
関
岡
地
区

に
避
難
勧
告
、
避
難
所
開
設
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
を
配
信
し

た
。

　
　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
の
発
信

が
主
で
、
Ｉ
Ｐ
は
あ
ま
り
使
わ

れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
活
用

に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

災
害
対
応
の
情
報
収
集
に
追

わ
れ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
の
発

信
に
止
ま
っ
た
点
に
つ
い
て
は

反
省
し
て
い
る
。

　
　

人
員
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
が
要
因
の
一
つ
な
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

人
員
も
あ
る
が
、
配
信
す
る

体
制
が
な
か
な
か
整
わ
な
か
っ

た
た
め
と
考
え
る
。

　
　

災
害
対
応
の
た
め
の
職
員

へ
の
伝
達
、
招
集
、
情
報
収
集

等
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

10
月
12
日
の
午
後
に
は
課
長

等
、
消
防
担
当
、
事
業
課
職
員

が
役
場
に
待
機
し
、
そ
の
後
避

難
所
開
設
の
際
に
グ
ル
ー
プ
長

以
上
を
招
集
し
た
。
更
に
翌
日

６
時
に
全
職
員
を
招
集
し
避
難

所
の
跡
片
付
け
、
町
内
被
災
箇

所
の
把
握
を
行
っ
た
。

　
　

消
防
関
係
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

消
防
団
員
は
全
員
出
動
し
、

土
の
う
積
み
、
通
行
止
め
箇
所

や
河
川
の
巡
視
・
監
視
な
ど
の

災
害
対
応
を
行
い
、
翌
朝
ま
で

活
動
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
　

冠
水
に
よ
り
通
行
止
め
し

た
道
路
は
２
箇
所
な
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

通
行
止
め
し
た
路
線
は
、
町

道
桃
木
・
滝
ノ
沢
線
、
県
道
矢

祭
山
八
槻
線
、
町
道
小
田
川
矢

祭
中
央
団
地
線
で
あ
る
。
通
れ

な
く
な
っ
た
の
が
町
道
下
小
坂

線
、
国
道
１
１
８
号
で
あ
る
。

　
　

通
行
止
め
の
際
に
警
察
と

の
連
絡
は
行
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

災
害
の
場
面
で
は
、
警
察
、

土
木
事
務
所
は
そ
れ
ぞ
れ
動
い

て
お
り
、
町
が
危
険
だ
と
思
っ

た
時
に
は
警
察
も
土
木
も
そ
う

判
断
し
て
い
る
の
で
、
協
力
体

制
は
と
れ
て
い
た
と
感
じ
て
い

る
。

　
　

支
流
の
雨
の
監
視
に
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
た

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
交
省
が
提
供
し
て
い
る

「
川
の
防
災
情
報
」
か
ら
、
滝

ノ
沢
の
水
位
計
で
確
認
で
き
る

の
で
、
越
水
し
そ
う
な
箇
所
を

見
に
行
く
対
策
を
と
っ
た
。

　
　

雨
量
計
測
器
が
橋
の
上
に

あ
る
所
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の

情
報
と
関
連
が
あ
っ
た
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
今
回
は
滝
ノ
沢
を
中

心
に
見
て
い
た
の
で
、
今
後
の

使
い
分
け
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

久
慈
川
に
流
れ
る
排
水
の

水
門
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
で
は
、
県
か
ら
７
つ
の
水

門
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
議
員
指
摘
の
水
門
に
つ
い

て
は
管
理
者
が
不
明
で
あ
る
。

基
本
的
に
水
門
の
管
理
は
設
置

者
が
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

水
門
が
あ
る
以
上
、
被
害

が
及
ん
だ
場
合
町
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
の
で
、
用
水

組
合
と
町
で
繋
が
り
を
持
つ
べ

き
と
思
う
が
、
設
置
者
が
責
任

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
の
か
。

　
　

事
業
課
長

　

原
則
と
し
て
は
設
置
者
が
責

任
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

　
　

水
門
の
開
閉
を
す
る
時

に
、
身
の
危
険
を
感
じ
る
よ
う

な
時
間
帯
や
水
量
の
場
合
の
協

定
は
必
要
と
思
う
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

管
理
が
危
険
な
物
は
町
が
対

応
す
べ
き
か
と
言
う
と
そ
う
で

は
な
い
と
思
う
。
用
水
組
合
で

管
理
が
難
し
い
と
言
っ
た
場
合

に
、
町
が
協
力
も
し
く
は
災
害

時
に
開
閉
で
き
る
主
体
に
話
を

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　

今
後
検
討
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

問
題
が
あ
る
の
で
話
し
合
い

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
町
と
し
て
も
一
緒
に
解
決

策
を
見
つ
け
て
い
く
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

水
害
に
よ
る
水
田
の
令
和

２
年
度
の
作
付
け
に
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
、
対
策
が
あ
る
か

考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

水
田
へ
の
土
砂
流
入
の
対
策

と
し
て
、
農
地
等
土
砂
撤
去
支

援
事
業
を
設
け
た
と
こ
ろ
で
、

中
山
間
直
接
支
払
い
と
多
面
的

機
能
維
持
直
接
支
払
い
協
定
の

方
、
及
び
代
表
者
に
説
明
し
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

証
明
書
の
申
請
に
行
っ
た

町
民
が
、
災
害
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
が
対
象
と
言
わ
れ
、

発
行
を
断
念
し
た
よ
う
だ
が
、

被
害
の
少
な
い
方
に
は
発
行
さ

れ
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

罹
災
証
明
は
住
宅
の
損
害
割

問答

質
問　

子
育
て
施
設
の
充
実
に

つ
い
て

質
問　

こ
ど
も
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
に
つ
い
て

質
問　

こ
ど
も
園
周
辺
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

問 答答問答

問答問答

問答問

答問答問答

問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答

2425

鈴木　一議員

農
林
・
防
災
・
土
木
行
政

質
問　

林
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
に
つ
い
て

質
問　

道
路
の
白
線
に
つ
い
て

菊池淳之議員

防
災
・
観
光
・
土
木
行
政

質
問　

災
害
対
応
に
つ
い
て

質
問　

災
害
の
復
旧
に
つ
い
て

質
問　

被
災
（
罹
災
）
証
明
に

つ
い
て



合
10
％
以
上
が
対
象
で
30
件
、

被
災
証
明
は
被
災
し
た
物
件
全

て
が
対
象
で
21
件
、
そ
れ
ぞ
れ

発
行
し
て
お
り
、
き
ち
ん
と
説

明
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
し
て
い

る
。

　
　

石
井
や
東
舘
で
は
用
水
に

水
を
流
し
、
防
火
用
水
と
し
て

活
用
し
て
き
た
が
、
今
年
は
土

砂
に
よ
り
使
え
な
い
不
安
が
あ

る
。
有
事
の
前
に
管
理
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

防
火
用
水
は
区
、
地
元
、
消

防
団
等
が
管
理
し
利
用
し
て
い

る
も
の
で
、
町
は
消
火
栓
及
び

防
火
水
槽
を
管
理
運
営
し
て
い

る
。
町
と
し
て
率
先
的
に
地
区

の
消
防
水
利
と
し
て
の
対
応
を

と
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
考
え

て
い
な
い
の
で
、
地
元
で
の
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
発
着
の

際
に
沈
む
こ
と
や
ぬ
か
る
む
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
確
認
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

大
雨
で
支
障
が
出
た
場
合

は
、
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
そ
の
都
度
管
理
す
べ
き
と
考

え
る
。
緊
急
時
に
使
え
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
小
学
校
を
利
用

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　
　

親
水
広
場
も
水
害
を
受
け

て
し
ま
い
、
見
直
し
が
必
要
と

思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

基
本
的
に
は
現
在
の
計
画
通

り
進
め
て
い
き
た
い
。
現
在
整

備
中
の
東
屋
に
つ
い
て
も
水
が

上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
予
定

通
り
完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

堤
防
建
設
に
は
関
係
者
の

要
望
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

人
命
を
考
え
れ
ば
是
非
必
要
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

こ
れ
は
町
民
の
願
い
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
回
の
台
風
19

号
が
残
し
た
跡
と
い
う
の
は
、

国
も
県
も
町
も
、
防
災
行
政
に

対
す
る
心
構
え
を
全
く
違
っ
た

意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
災
害
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

高
野
谷
地
で
土
砂
崩
れ
に

遭
っ
た
方
が
、
町
で
は
ま
だ
見

に
来
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た

が
、
状
況
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

私
も
事
業
課
で
も
行
っ
て
お

り
、
町
長
も
行
っ
て
状
況
は
把

握
し
て
い
る
。

　
　

災
害
時
の
最
高
水
位
、
最

高
雨
量
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

１
時
間
当
た
り
最
大
雨
量
は

26
㎜
、
24
時
間
で
２
２
３
㎜
、

最
高
水
位
は
滝
ノ
沢
の
計
測
値

で
５
ｍ
17
㎝
で
あ
る
。

　
　

自
主
避
難
場
所
の
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
は
適
切
で
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

浸
水
の
心
配
の
指
摘
か
と
思

う
が
、
町
と
し
て
も
一
次
避
難

所
と
し
て
考
え
て
い
て
、
浸
水

の
心
配
が
あ
る
場
合
に
は
二
次

避
難
所
に
移
動
も
考
え
な
が
ら

対
応
し
た
。

　
　

高
地
原
橋
の
被
害
が
あ
っ

た
時
の
思
い
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

住
民
の
孤
立
す
る
不
安
を
取

り
除
く
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
処
す
る
の
が
前
提

で
、
唯
一
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
鉄
橋
の
使
用
を
Ｊ
Ｒ
に
お

願
い
し
た
。
人
命
優
先
と
の
思

い
が
伝
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
で
も
協
力

的
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
早

急
に
解
決
で
き
た
こ
と
は
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

　
　

迅
速
な
仮
の
仮
橋
設
置
と

な
っ
た
が
、
経
過
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

迅
速
な
対
応
が
と
れ
た
背
景

と
し
て
、
落
橋
が
わ
か
っ
た
時

点
で
国
と
の
リ
エ
ゾ
ン
協
定
に

よ
り
連
絡
を
入
れ
、
翌
日
に
は

専
門
家
の
派
遣
を
受
け
ら
れ
た

こ
と
で
、
国
及
び
県
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

　
　

今
後
の
本
橋
、
仮
橋
工
事

の
事
業
主
体
及
び
町
の
財
政
負

担
、本
橋
ま
で
の
過
程
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

仮
橋
の
契
約
は
締
結
し
て
お

り
、現
場
も
動
き
出
し
て
い
る
。

財
政
負
担
等
は
今
後
の
災
害
復

旧
事
業
の
中
で
決
ま
っ
て
く
る

こ
と
と
な
り
、
ま
だ
明
確
な
見

通
し
が
立
て
ら
れ
る
段
階
で
は

な
い
。

　
　

田
川
の
土
砂
撤
去
は
住
民

の
切
実
な
声
で
は
な
か
っ
た
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
も
要
望
が
上
が
っ

て
い
た
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
県
で
も
予
算
の
範
囲
内
で

撤
去
し
て
い
た
だ
い
た
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　

被
災
関
係
者
へ
の
対
応
体

制
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

で
き
る
だ
け
負
担
の
な
い
よ

う
に
、
ス
ム
ー
ズ
に
適
用
で
き

る
よ
う
に
担
当
者
と
連
絡
調
整

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

来
春
の
作
付
け
に
伴
い
、

地
元
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
み
ん
な
が
協
力
し
て
と
い
う

体
制
は
な
か
な
か
作
り
に
く
い

と
感
じ
、
そ
の
た
め
の
援
助
方

策
が
必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

土
砂
撤
去
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
元
が
必
要
と
感
じ
る
も

の
で
あ
れ
ば
全
面
的
に
支
援
を

す
る
方
針
で
あ
り
、
現
時
点
で

足
り
な
い
等
の
声
は
届
い
て
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

関
岡
の
堤
防
に
関
わ
っ
た

地
域
は
、
町
の
事
業
な
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

江
戸
塚
は
災
害
復
旧
事
業
に

上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は

単
独
事
業
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

地
元
で
は
重
機
を
所
有
し

協
力
可
能
な
方
が
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
よ
う
な
方
を
取
り
入

れ
て
は
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

建
設
事
業
者
に
限
ら
ず
、
重

機
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方

に
は
、
そ
の
重
機
使
用
料
を
お

支
払
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

滝
川
の
里
へ
の
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

渓
谷
内
は
応
急
修
理
で
の
復

旧
を
急
い
だ
し
、
滝
川
の
里
へ

も
求
め
ら
れ
た
資
材
を
提
供
す

る
支
援
を
し
て
き
た
。

　
　

来
春
に
向
け
暫
定
的
な
復

旧
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
ま

で
に
綺
麗
に
な
っ
て
い
れ
ば
と

い
う
思
い
は
持
っ
て
い
る
が
、

水
田
の
復
旧
を
優
先
に
考
え
て

お
り
、
現
時
点
で
は
約
束
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

現
在
の
損
害
額
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

水
田
の
復
旧
を
優
先
さ
せ
る

た
め
工
事
を
中
断
し
て
お
り
、

被
害
額
、
ど
の
よ
う
な
追
加
工

事
が
必
要
か
な
ど
の
話
し
合
い

は
ま
だ
持
て
て
い
な
い
の
が
実

態
で
あ
る
。

　
　

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

観
光
行
政
は
町
の
活
性
化
、

町
民
の
元
気
に
は
大
事
な
施
策

な
の
で
、
矢
祭
山
公
園
、
親
水

広
場
の
整
備
等
は
継
続
し
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

保
護
者
負
担
の
軽
減
と
い

う
こ
と
で
、
給
食
の
完
全
無
料

化
を
国
・
県
に
要
請
す
る
請
願

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

給
食
に
対
す
る
保
護
者
負
担

は
、
他
町
村
と
比
較
し
て
も
低

い
状
況
で
あ
る
の
で
、
完
全
無

料
化
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
　

町
の
財
政
状
況
と
は
別

に
、
国
や
県
が
負
担
す
べ
き
と

の
考
え
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

考
え
を
参
考
に
し
た
い
。

　
　

存
続
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

統
廃
合
に
関
す
る
県
の
方
針

は
、
少
子
化
の
中
で
学
力
ア
ッ

プ
の
た
め
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
子
供
た
ち
の
通
学
的
な
問

題
も
出
て
く
る
。
以
前
、
県
の

教
育
長
に
対
し
、
４
町
村
の
町

村
会
で
要
望
書
を
提
出
し
て
、

存
続
の
方
向
で
お
願
い
し
て
き

た
。

　
　

教
育
長

　

存
続
運
動
を
共
有
す
べ
く
、

４
町
村
の
教
育
委
員
会
が
歩
調

を
合
わ
せ
て
推
進
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
域
内
の
教
育
長
会
議

で
も
話
を
し
て
い
る
。
11
月
26

日
に
県
立
高
校
総
合
集
約
の
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
本
町

に
は
連
絡
が
な
か
っ
た
た
め
、

塙
町
の
教
育
長
と
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
位
置
付
け
を
し
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

子
ど
も
議
会
の
開
催
に
関
し

て
は
、
政
治
の
大
切
さ
や
若
者

の
選
挙
投
票
率
が
低
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
政
治
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
今
後
の
町
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

し
っ
か
り
聞
き
た
い
と
思
う
。

　
　

教
育
長

　

社
会
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
総

合
的
な
学
習
に
組
み
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
学
び
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
な
が
ら
問
題

を
解
決
す
る
能
力
を
養
う
形
と

な
っ
て
い
る
。
も
の
の
考
え
方

を
身
に
着
け
な
が
ら
、
自
分
達

の
生
き
方
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
　

駅
前
開
発
が
進
ん
で
き
た

が
、
台
風
と
の
関
連
で
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
進
行
し
て
い
る
が
、
諸

事
情
に
よ
り
継
続
費
と
し
て
来

年
度
ま
で
事
業
を
延
ば
し
、
基

本
計
画
を
再
度
作
り
直
す
予
定

で
あ
る
。

　
　

櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
の
講
演

回
数
、
金
額
、
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

平
成
５
年
度
か
ら
今
回
ま
で

７
回
で
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
内

容
だ
っ
た
。

　
　

今
回
は
人
づ
く
り
事
業
の

施
策
の
方
向
性
、
施
策
の
内
容

と
は
全
く
違
う
講
演
だ
っ
た
と

思
う
が
、
今
後
内
容
に
沿
っ
て

講
師
を
決
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

７
回
目
の
講
演
と
い
う
こ
と

で
、
テ
ー
マ
も
そ
の
時
代
に
合

問答問答

問答問答問答

問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答

問 答

問

答

問

答

問答 答答

問答問答

問答問答

問答問答問

答
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質
問　

消
防
水
利
に
つ
い
て

質
問　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て

質
問　

親
水
広
場
に
つ
い
て

質
問　

関
岡
地
区
堤
防
に

つ
い
て

大森泰幸議員

防
災
・
観
光
・
教
育
・

一
般
行
政

質
問　

台
風
19
号
被
災
状
況
に

つ
い
て

質
問　

避
難
場
所
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
有
効
性
に
つ
い
て

質
問　

高
地
原
橋
復
旧
の
取
組

み
と
今
後
に
つ
い
て

質
問　

河
川
氾
濫
へ
の
防
災
対

策
に
つ
い
て

質
問　

被
災
者
支
援
事
業
へ
の

対
応
策
及
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問　

被
災
者
生
活
支
援
法
、

災
害
救
助
法
、
閣
議
決
定
運
用

に
つ
い
て

質
問　

滝
川
渓
谷
の
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て

質
問　

親
水
広
場
の
復
旧
に

つ
い
て

質
問　

行
き
届
い
た
教
育
を

目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　

塙
工
業
高
校
存
続
に

つ
い
て

質
問　

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

質
問　

駅
前
開
発
再
検
討
の

必
要
性
に
つ
い
て

質
問　

文
化
事
業
に
つ
い
て
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っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

人
づ
く
り
事
業
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
今
後
の
講
演
会
も
大
事

な
施
策
だ
と
思
う
。
ま
た
、
講

演
と
い
う
の
は
、
聞
い
て
い
て

い
い
悪
い
じ
ゃ
な
く
、
講
演
者

の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
信
条
に
役

立
て
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

今
回
の
講
演
内
容
を
町
民

が
わ
か
る
よ
う
に
冊
子
な
ど
に

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

ま
だ
考
え
て
い
な
い
。

　
　

消
費
税
10
％
に
追
い
打
ち

を
か
け
た
台
風
の
被
害
、
被
災

者
に
対
し
、
公
助
の
姿
勢
で
財

政
調
整
基
金
を
使
う
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
た

時
に
基
金
か
ら
繰
り
出
し
て
、

一
般
会
計
で
使
用
す
る
の
が
財

政
調
整
基
金
で
あ
る
。
今
回
の

議
案
書
で
も
多
額
の
基
金
を
繰

り
出
し
て
い
る
。

　
　

国
・
県
の
財
政
支
援
が
遅

れ
る
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
は

い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

国
・
県
の
補
助
金
額
が
確
定

す
る
前
に
復
旧
事
業
は
動
く
訳

で
、
そ
の
よ
う
な
時
に
使
う
の

が
財
政
調
整
基
金
で
あ
り
、
重

要
な
役
割
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の

拡
充
内
容
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

罹
災
証
明
を
受
け
た
方
に
限

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
補

助
率
10
％
を
50
％
に
嵩
上
げ
し

て
対
応
し
て
い
る
。
商
店
に
関

し
て
も
同
様
の
特
例
を
設
け

て
、補
助
率
を
変
更
し
て
い
る
。

な
お
、
該
当
者
に
は
担
当
者
が

行
っ
て
、
具
体
的
な
内
容
を
説

明
し
て
い
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業
の
対

象
年
齢
を
、
70
歳
に
引
き
下
げ

る
検
討
は
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
年
８
月
か
ら
本
格
運
用
で

開
始
さ
れ
ま
だ
１
年
目
で
あ

り
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
交

通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
検
討

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業
に

し
て
い
き
た
い
。

　
　

町
長

　

高
齢
者
の
事
故
防
止
と
い
う

こ
と
で
、
免
許
返
納
者
に
対
す

る
交
通
弱
者
支
援
と
し
て
こ
の

制
度
が
創
設
さ
れ
た
と
思
う
の

で
、
70
歳
と
い
う
区
切
り
は
今

後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

★ 

11
月

１
日　

町
村
監
査
委
員
全
国
研

　
　
　

修
会
（
東
京
都
）

２
日　

第
35
回
青
少
年
の
主
張

　
　
　

矢
祭
町
大
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

３
日　

第
37
回
芸
能
発
表
会

　
　
　

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０

　
　
　

１
９
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

12
日　

第
31
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
矢
祭
町
チ
ー
ム
壮
行

　
　
　

会
（
山
村
開
発
セ
ン
タ

　
　
　

ー
）

13
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

創
立
70
周
年
記
念
式
典

　
　
　

及
び
第
63
回
全
国
大
会

　
　
　

（
東
京
都
）

15
日　

新
過
疎
法
制
定
実
現
総

　
　
　

決
起
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

矢
祭
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協

　
　
　

議
会
表
彰
式
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

17
日　

第
31
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

18
日　

令
和
元
年
度
東
白
衛
生

　
　
　

組
合
定
期
監
査
（
東
白

　
　
　

衛
生
組
合
会
議
室
）

19
日　

全
員
協
議
会
（
議
員
控

　
　
　

室
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

★ 

12
月

１
日　

第
24
回
ふ
れ
あ
い
駅
伝

　
　
　

競
走
大
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

７
日　

令
和
元
年
度
生
活
発
表

　
　
　

会
（
や
ま
つ
り
こ
ど
も

　
　
　

園
）

　
　
　

地
域
安
全
・
交
通
事
故

　
　
　

防
止
運
動
出
動
式
（
塙

　
　
　

町
）

　
　
　

矢
祭
町
消
防
団
懇
親
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

９
〜
13
日　

第
８
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会
（
議
場
）

９
日　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

14
日　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

　
　
　

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

22
日　

「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果

　
　
　

発
表
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢

　
　
　

祭
）

25
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
第
４
回
定

　
　
　

例
会
（
広
域
圏
ク
リ　

　
　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

第
３
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
例
会
（
棚
倉
町
）

　
　
　

★ 

１
月

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
出
初
め

　
　
　

式
（
矢
祭
中
学
校
校
庭
）

９
日　

年
始
知
事
懇
談
会
（
福

　
　
　

島
市
・
知
事
公
館
）

12
日　

矢
祭
町
成
人
式
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

15
日　

商
工
会
新
年
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

25
日　

生
涯
学
習
合
同
閉
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

古
張
允
氏
叙
勲
受
賞
祝

　
　
　

賀
会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

27
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　

（
郡
山
市
）

　

10
月
12
日
の
台
風
19
号
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

10
月
21
日
（
月
）
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
事
業
課
長
か

ら
被
害
状
況
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
被
災
箇
所
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
水
田
へ
の
土
砂
の
流
入
、道
路
の
崩
落
、

橋
の
流
出
、
河
川
護
岸
の
流
出
等
の
状
況
を
調
査
し
、
被
害

の
大
き
さ
、
多
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
１
日
で
も
早
い
復
旧
・
復
興
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
確
認

質
問　

財
政
調
整
基
金
の

活
用
に
つ
い
て

林道大垬線道路崩落

町道桶地線道路陥没関岡地内土砂流入

問答問答問答

問答問答答

請
願
・
陳
情

　
　

に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取

扱
い
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。
３
月
町

議
会
定
例
会
に
請
願
、
陳

情
を
さ
れ
る
方
は
令
和
２

年
２
月
21
日
ま
で
に
提
出

願
い
ま
す
。

監査・議会
の動き

次
の
定
例
議
会
は

３
月
で
す
。
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●今月の納税

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
納
付
書
の
納
付
の
他
に
口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

を
利
用
す
る
と
、
継
続
的
に
納

付
で
き
、
手
間
な
く
納
め
忘
れ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
前
納

（
前
払
い
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
納

め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま

す
。
納
付
の
手
続
き
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
、
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
も
し
く
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

納
付
例

　

①
毎
月
納
付
▼
１
６
，
４
１

　
　

０
円
（
平
成
31
年
度
）
×

　
　

12
か
月
＝
１
９
６
，
９
２

　
　

０
円

　

②
１
年
分
前
納
現
金
納
付
▼

　
　

１
９
３
，
４
２
０
円
（
＊

　
　

３
，
５
０
０
円
割
引
）

　

③
１
年
分
前
納
口
座
振
替
▼

　
　

１
９
２
，
７
９
０
円
（
＊

　
　

４
，
１
３
０
円
割
引
）

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

　

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

　

１
１
６
５
／
白
河
年
金
事
務

　

所
国
民
年
金
課
☎
０
２
４
８

　

‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年

４
月
１
日
（
午
前
０
時
）
現
在

で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
所
有
者
」
ま
た
は
「
使
用
者
」

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
所

有
し
て
い
な
い
自
動
車
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
」、「
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
動
車
の
登
録
内
容
に

異
動
（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）

が
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で

に
福
島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

▼
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支

　
　

局
い
わ
き
自
動
車
検
査
登

　
　

録
事
務
所
☎
０
５
０
‐
５

　
　

５
４
０
‐
２
０
１
６

自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知

　

書
の
送
付
先
変
更
な
ど
に
関

　

す
る
こ
と
▼
福
島
県
県
南
地

　
　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課

　
　

☎
０
２
４
８
‐
２
３
‐
１

　
　

５
１
９

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福

祉
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
自

動
車
で
、
４
月
１
日
現
在
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の

は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
種

別
割
が
減
免
さ
れ
ま
す
の
で
、

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
納
期
限

（
６
月
１
日
（
月
））
ま
で
の
間

に
減
免
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
減
免
と
な
る

障
が
い
の
範
囲
、
申
請
手
続
き

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
☎

　

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時

令
和
２
年
３
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

相
続
登
記
を
し
な
い
で
放
っ

て
お
く
と
、
ど
の
よ
う
な
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
？

　

相
続
人
の
中
に
所
在
不
明
の

方
な
ど
が
い
る
場
合
、
す
ぐ
に

登
記
を
含
め
た
相
続
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
相
続

分
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
相
続
が
２
回
以
上

重
な
る
と
、
誰
が
相
続
人
と
な

る
か
、
そ
の
調
査
だ
け
で
相
当

の
時
間
が
か
か
り
、
相
続
登
記

の
手
続
費
用
や
手
数
料
も
高
額

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
相
続

の
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る

と
、
相
続
し
た
不
動
産
を
売
り

た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、
す
ぐ

に
売
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

な
ど
、
思
わ
ぬ
不
利
益
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
が
放
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
所
有
者
の
把

握
が
困
難
と
な
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
公
共
事
業
が
進
ま

な
い
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
所
有
者

不
明
土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て

お
り
、
ま
た
、
相
続
登
記
の
未

了
は
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
空
き
家
が
増
加
し
て
い

る
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る

と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

国
民
年
金
保
険
料
は
お
得

な
納
付
方
法
が
選
べ
ま
す

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
司
法
書

　

士
会
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐

　

７
５
０
２
／
福
島
地
方
法
務

　

局
☎
０
２
４
‐
５
３
４
‐
２

　

０
４
５

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で

は
、
税
理
士
会
の
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
税
理
士
記

念
日
に
税
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
予
約
の
必
要

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
申
告
書
等

に
関
す
る
関
係
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
・

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
１
階
研

　

修
室

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
隆
司
税
理

　

士
事
務
所
☎
０
２
４
８
‐
２

　

７
‐
０
３
１
６

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日

３
月
19
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所　

須
賀
川
市
民
交
流
セ
ン

　

タ
ー
「T

ette

（
て
っ
て
）」

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　これまでに５回成人式を取材させていた
だきましたが、今年の成人式の記念撮影は
ユーパル矢祭イベントホールで初めて行わ
れました。その年ごとに実行委員のみなさ
んが様々なアイディアを出し合いながら、
思い出に残る人生の節目を作り上げている
ものなのだなと改めて感じました。成人を
迎えられたみなさん誠におめでとうござい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（海）

人　口 ５,７１９人（＋   ３）
男 ２,８０５人（＋   ２）
女 ２,９１４人（＋   １）
世　帯 ２,０９７世帯（＋   ５）

人の動き
１月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
小室　　良 93 良二 12 / 26 東　舘
緑川サカイ 96 賢 1 / 1 下石井
菊池ツヤ子 62 幹雄 1 / 7 戸　塚
鈴木　　正 74 理恵 1 / 13 宝　坂
金澤ヨシキ 88 勉 1 / 18 下関河内
金澤　幸子 84 淳一 1 / 20 東　舘
鈴木　伸子 68 正 1 / 20 東　舘
鈴木さた子 84 充 1 / 25 上関河内
鈴木　　雅 96 公雄 1 / 28 中石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年全国山火事防止統一標語
「忘れない　豊かな森と　火の怖さ」

　３月１日から３月７日は、春季全国火災予防運動が実施されま
す。令和元年の矢祭管内火災件数は４件でした。令和２年は火災
件数０件を目指して、「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」
の全国統一防火標語をもとに、火災予防運動に務めましょう。また、
インフルエンザがだんだんと流行しています。手洗い・うがいを
こまめに行い、外出時にはマスクを着用して予防しましょう。も
し３８℃以上の高熱、寒気や身体の関節の痛みがある場合は、イ
ンフルエンザの可能性が高いので我慢せずに早めに近くの病院を
受診して下さい。早めの受診を行い、感染の拡大を防ぎましょう。

●町内火災・救急件数
（令和2年1月1日～1月15日）

火災件数　 ０件
救急出動　  13件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

自
動
車
の
移
転
・
抹
消
の

手
続
き
を

税
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相
続
登
記
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
の

自
動
車
税
は
減
免
さ
れ
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
鈴木　陽

ひ な の

希 12/20 隆譲 ・ 恵里 東　舘

菊池　咲
し ょ う り

吏 12/28 好峰 ・ 真由美 戸　塚

菊池　柊
ひ な

杏 1/3 政美 ・ 真由美 関　岡

藤田　まい 1/8 陽平 ・ しおり 関　岡

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 3月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和2年 3月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和 2年 3月 31　　　　
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日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

 ● 3か月児健康診査
　         塙（13：15～13：30）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●矢祭読書の日 ●家族の相談会

　    保セ（13：00～16：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○和田医院☎33-2012 ○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3/1 2 3 4 5 6 7
●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

● 3歳児健康診査
　    保セ（13：00～13：10）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

8 9 10 11 12 13 14
● 3か月児健康診査
　    塙（13：15～13：30）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

● 6か月児健康相談
　    保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　    保セ（10：30～11：00）
● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　    保セ（13：00～13：10）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

　ニュータウン中山在住の鈴木さんご家族。ご両親は２人のお子さんに「優し
くて思いやりがあり、どんな人にも声をかけてもらえるような愛される子ども
に育ってほしい。」と願っています。テーブル拭きや料理の手伝い、亮くんに
布団をかけてあげるなどお姉ちゃんとしての自覚がでてきたみくちゃん、好奇
心旺盛で自分が食べているものなどを家族に分けてくれる優しい亮くん。そん
な姉弟にまつわるエピソードを伺うと「夜寝るときに天井投影プロジェクター
でディズニーを見せたりしているせいか、みくが『ディズニーランドに行くた
めにガチャガチャとお菓子をがまんしてお金を貯める。』と言ってきました。
今も頑張って貯めているようです。（笑）」と美峰さんが微笑みながら教えてく
れました。ミニーマウスに会いたいというみくちゃんの願いが叶うことを応援
しながら、幸生さん、美峰さんはこれからもあたたかい家庭を築きます。

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　鈴木みくちゃん（3）　　亮くん（1）
お父さん　幸生さん　　お母さん　美峰さん　

【ニュータウン中山在住】


